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主な記事 

今
後
、
急
激
に
深

刻
な
問
題
と
な
る
水

資
源
の
不
足
や
拡
大

す
る
砂
漠
化
な
ど
の

地
球
環
境
問
題
に
対

し
、
森
林
の
効
果
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
砂
漠
は
人
間
が
水

を
撒
か
な
く
て
は
木
が
枯
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
場
所
で
あ
り
、

そ
こ
を
森
林
に
す
る
こ
と
が
本

当
に
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
大
量

の
水
を
使
っ
て
木
を
植
え
て
砂

漠
を
緑
化
す
る
と
、
地
下
深
く

ま
で
伸
び
た
木
々
の
根
は
、
地

中
深
く
の
地
下
水
を
吸
い
上
げ

て
、
梢
か
ら
発
散
し
て
し
ま
う

よ
う
に
な
る
。

も
と
も
と
水
の
少
な
か
っ
た

砂
漠
は
、
な
け
な
し
の
地
下
水

ま
で
を
、
植
え
ら
れ
た
木
々
の

お
か
げ
で
空
中
に
発
散
せ
ら
れ

て
し
ま
い
、
ま
す
ま
す
水
の
少

な
い
土
地
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
も
あ
る
。

植
林
は
、
乾
燥
地
の
最
も
貴

重
な
資
源
で
あ
る
水
の
「
消
費

者
」
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は

よ
く
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
森
林
に
降
っ
た
雨

の
半
分
近
く
が
、
地
面
に
達
す

る
こ
と
な
く
大
気
中
へ
蒸
発
し

戻
っ
て
し
ま
う
。
森
林
の
存
在

は
流
出
量
を
減
少
さ
せ
、
ま
た

極
端
な
渇
水
時
に
は
、
森
林
が

存
在
す
る
こ
と
が
有
利
に
働
く

こ
と
は
な
い
。

水
の
有
効
利
用
を
考
え
る

と
、
湿
潤
地
で
あ
る
日
本
と

は
、
当
然
異
な
っ
た
森
林
と
水

に
関
す
る
戦
略
が
必
要
で
あ
ろ

う
。砂

漠
化
し
た
場
所
を
緑
化
す

る
こ
と
に
本
来
期
待
さ
れ
て
い

る
の
は
、
こ
の
砂
の
移
動
を
防

ぐ
機
能
で
あ
り
、
決
し
て
森
が

水
を
作
り
出
す
こ
と
は
な
い
。

歯
科
ス
タ
ッ
フ
講
演
会
 

輝
く
華
の
歯
科
衛
生
士
 

輝
く
華
の
歯
科
衛
生
士
 

歯
科
医
院
経
営
を
チ
ー
ム
で
考
え
る
 

理
事
　
小
島
　
登（
内
灘
町
・
歯
科
） 

医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
 

医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
 

介
護
の
現
場
で
考
え
る 

　
　
　 

認
知
症
と
人
権 

介
護
の
現
場
で
考
え
る 

　
　
　 

認
知
症
と
人
権 

理
事
　
小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

認知症と人権 認知症と人権 
シリーズ 

第1回テーマ 

こ
と
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

考
え
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
た
。

ま
ず
、
院
長
が
理
念
、
ビ
ジ

ョ
ン
な
ど
経
営
の
方
向
性
を
明

確
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
よ

り
よ
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め

に
、
チ
ー
ム
と
し
て
同
じ
認
識

に
な
り
、
意
識
改
革
を
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
話
さ
れ

た
。

保
険
医
協
会
で
は
、
医
療
界

が
厳
し
い
冬
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
安
心
、
安
全
な
医
療
に
打

ち
込
め
る
環
境
を
整
え
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、「
ス
タ
ッ
フ

の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
経
営
感

覚
に
役
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
共

に
考
え
る
た
め
に
、
六
月
十
七

日
（
日
）、
金
沢
都
ホ
テ
ル
で

小
原
啓
子
氏
を
招
い
て
講
演
会

を
開
催
し
た
。

歯
科
医
師
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど

四
十
六
人
の
参
加
が
あ
り
、
熱

心
に
メ
モ
を
取
り
、
話
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

講
演
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
も
八
〇
％
以
上
の
人
に
答
え

て
い
た
だ
き
、
関
心
の
高
さ
が

伺
わ
れ
た
。
ま
た
、
日
ご
ろ
ス

タ
ッ
フ
に
言
え
な
い
こ
と
、
院

長
に
言
え
な
い
こ
と
を
は
っ
き

り
話
し
て
い
た
だ
い
て
、
双
方

と
も
に
有
意
義
な
講
演
会
で
あ

っ
た
。

小
原
さ
ん
は
歯
科
衛
生
士
専

門
学
校
を
卒
業
後
、
臨
床
や
教

育
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

た
。
そ
の
中
で
経
営
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
再
び
大

学
、
大
学
院
で
経
営
を
学
ば
れ

た
。
ま
た
、
外
の
世
界
と
の
交

流
を
通
し
て
組
織
や
シ
ス
テ
ム

に
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。
そ
し
て
、
歯
科
界
の
現
状

や
今
後
の
厳
し
さ
に
対
し
て
、

医
院
経
営
を
院
長
一
人
が
悩
む

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
時
期
に
応

じ
た
目
標
設
定
、
自
己
研
鑽
、

コ
ス
ト
意
識
の
必
要
性
を
説
い

た
。
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

じ
た
と
き
、
仕
事
を
し
て
い
く

中
で
壁
に
ぶ
ち
あ
た
っ
た
と
き

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
見

極
め
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
成
長

し
て
い
く
過
程
を
具
体
的
に
話

さ
れ
た
。

最
後
に
性
格
タ
イ
プ
別
の
実

習
を
行
い
、
自
己
診
断
し
た
。

ま
た
、
見
分
け
方
も
分
か
れ

ば
、
相
手
を
知
る
こ
と
に
よ
り

先
輩
、
後
輩
の
効
果
的
な
対

応
、
接
し
方
や
患
者
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役

立
つ
と
思
っ
た
。

六
月
十
二
日
（
火
）
金
沢
都

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
シ
リ
ー
ズ

「
認
知
症
と
人
権
」
の
第
一
回

「
介
護
の
現
場
で
考
え
る
認
知

症
と
人
権
」
が
開
催
さ
れ
、
定

員
を
大
き
く
超
え
る
百
七
十
人

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

例
年
好
評
の
当
シ
リ
ー
ズ

も
、
昨
年
は
診
療
報
酬
改
定
が

頻
回
に
あ
っ
た
影
響
で
開
催
で

き
ず
、
二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

っ
た
。
従
来
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
す
ぐ
に
役
立
つ
ハ
ウ
ツ

ー
も
の
の
テ
ー
マ
が
多
か
っ
た

が
、
今
回
は
「
人
権
」
と
い
う

一
見
抽
象
的
な
テ
ー
マ
で
あ

り
、
参
加
者
数
を
少
な
め
に
見

い
え
る
。
再
度
ご
登
場
願
っ
た

井
上
氏
に
よ
る
基
調
講
演
は
、

地
元
石
川
県
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
「
殺
人
」
事
件
や
大
分
県
の

介
護
疲
れ
「
殺
人
」
事
件
な
ど

介
護
保
険
制
度
そ
の
も
の
の
欠

陥
に
言
及
し
な
が
ら
、
成
年
後

見
制
度
の
問
題
点
か
ら
見
え
る

認
知
症
患
者
の
「
選
挙
権
」
を

通
し
て
、
私
ど
も
参
加
者
に
人

権
の
な
ん
た
る
か
を
分
か
り
や

す
く
示
さ
れ
た
。

後
半
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

意
見
交
換
の
時
間
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
介
護
施
設
の
立
場

か
ら
酒
井
範
子
氏
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
こ
さ
か
施
設
長
）
が
、

家
族
の
立
場
か
ら
井
沢
恵
美
子

氏
（
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

石
川
県
支
部
代
表
）
が
、
と
も

に
現
場
の
実
態
と
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
会
場
の
共
感
を
呼
ん

で
い
た
。

こ
の
よ
う
な
切
り
口
の
講
演

会
は
過
去
に
あ
ま
り
例
が
な

く
、
協
会
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
ま
さ

に
、
認
知
症
と
人
権
の
問
題
は

「
現
在
進
行
形
」
で
あ
り
、
同

時
代
の
課
題
と
し
て
私
ど
も
が

将
来
に
悔
恨
を
残
さ
な
い
歴
史

を
つ
く
っ
て
い
く
覚
悟
が
い
る

の
で
あ
る
。〔

関
連
記
事　

九
面
〕

積
も
っ
て
い
た
が
、
予
想
を
超

え
る
申
し
込
み
と
な
っ
た
。

今
回
の
企
画
は
、
か
ね
て
よ

り
井
上
英
夫
氏
（
金
沢
大
学
法

学
部
教
授
）
に
ご
指
導
い
た
だ

き
な
が
ら
、
会
員
対
象
に
会
を

重
ね
て
き
た
「
社
会
保
障
セ
ミ

ナ
ー
」
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と

歯科医師、スタッフ46人が参加した歯科スタッフ講演会
（6月17日／金沢都ホテル）

講師の小原啓子氏

報告者のみなさん

定員を上回り、超満員の会場

講師の井上英夫氏（金沢大学教授）
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石川県議会６月定例会の最終日（６月 28 日）に 「被災者生活再建支援法」の

早期改正を求める意見書を全会一致で可決し、衆参両院議長、首相はじめ関係

大臣あてに提出しました。

内閣府は 2008 年度被災者生活再建支援制度の見直しに向けて「検討会」を

開催している最中であり、大規模災害を受けた被災地の石川県議会からの制度

見直しを求める意見書は、重要な意味を持つものと思います。

「被災者生活再建支援法」の早期改正を求める意見書

能登半島地震の発生以来、輪島市はじめ３市４町の被災自治体は、災害救

助法の適用を受けて、被災者の生活支援、救援・復興活動に全力を尽くして

いる。

石川県では、激甚災害の指定を受けるとともに、国の生活再建支援制度を

上乗せする独自の生活再建支援策や、伝統産業「輪島塗」などの助成制度を

創設して救援・復興支援策を講じている。

しかしながら、被災地は県内でも最も高齢化と過疎化が進み、一人暮らし

の住民が支え合う地域コミュニティーに守られてきた集落が多く散在してお

り、被災地の本格的な生活再建・営業再建はこれからであり、長期化するこ

とが予想されている。

こうした中、現行の「被災者生活再建支援法」では、支給に対する制約が多く、

住宅本体の建築が対象にならないこと、「大規模な半壊」は対象になるが「半壊」

は対象にならないことなど、実際には活用されにくい制度となっている。

このまま推移すれば、高齢化・過疎化の進行が著しい地域では、再建に多

くの困難が伴い、さらに過疎化が進み、集落機能が崩壊してしまうおそれが

ある。

よって、国におかれては、被災者個々の「住宅本体」への支援を認めると

ともに、所得制限の緩和や支給対象の基準を「半壊」以上とするなど、「被災

者生活再建支援法」を早期に改正され、能登半島地震被災者に対して遡及適

用されるよう強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規程により意見書を提出する。

平成19年６月28日

　衆議院議長

　参議院議長

　内閣総理大臣

　総 務 大 臣　　　あて

　国土交通大臣

　防災担当大臣

　内閣官房長官

石 川 県 議 会

「被災者生活再建支援法」の早期改正を求める意見書を採択 

～石川県議会６月定例会～ ～石川県議会６月定例会～ 

　総 務 大 臣　　　あて　総 務 大 臣　　　あて

囲 

解 
答 

碁 
イ ハ 
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8 97654321

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
が
ス
ミ
の
急
所
で
以
下
黒
5

ま
で
コ
ウ
が
正
解
で
す
。
黒
1
で
5

は
白
1
黒
イ
白
ロ
で
活
き
ま
す
。
白

2
で
ハ
は
黒
5
で
白
死
。
 

ス
ミ
の
場
合
„
2
の
一
“
が
急
所

に
な
る
事
が
多
い
の
で
す
。
 

〈
正
解
〉
2
三
金
、
同
飛
、
1
二
金
、

同
玉
、
2
四
桂
、
2
一
玉
、
3
三
桂
、

同
飛
、
3
二
桂
成
、
同
玉
、
3
三
と
、

4
一
玉
、
6
一
飛
、
5
一
と
、
5
三
桂

ま
で
十
五
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
先
に
1
二
金
は
同
金
で
詰
み

ま
せ
ん
。
2
三
金
か
ら
1
二
金
が
好

手
順
で
、
同
金
な
ら
3
五
馬
、
2
四
飛
、

2
五
桂
以
下
の
早
詰
め
。
同
玉
に
2

四
桂
で
追
い
、
3
三
桂
か
ら
3
二
桂

成
が
決
め
手
に
な
り
ま
す
。
同
飛
は

1
三
桂
ま
で
な
の
で
同
玉
で
す
が
、

3
三
と
で
飛
車
を
入
手
し
、
以
下
は

容
易
な
追
い
詰
め
に
。 

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

六
月
十
七
日
、
輪
島
市
文
化

ホ
ー
ル
で
、「
い
し
か
わ
自
治

体
問
題
研
究
所
」
と
「
災
害
被

災
者
支
援
と
災
害
対
策
改
善
を

求
め
る
石
川
県
連
絡
会
（
石
川

災
対
連
）」
共
催
の
「
能
登
半

島
震
災
復
興
へ
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

か
れ
、
六
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
横
山
壽

一
金
沢
大
学
教
授
の
あ
い
さ
つ

で
始
ま
り
、
武
田
公
子
教
授
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て

討
論
を
す
す
め
ま
し
た
。

危
機
を
乗
り
切
っ
た

今
が
大
事
な
時
期

最
初
に
、
宮
入
興
一
愛
知
大

学
教
授
が
報
告
。「
大
災
害
に

よ
る
当
面
の
危
機
を
乗
り
切
っ

た
こ
の
段
階
こ
そ
、
被
災
者
に

と
っ
て
も
、
被
災
地
に
と
っ
て

も
、
重
大
な
岐
路
に
立
つ
時

期
」
と
し
て
、「
能
登
半
島
震

災
の
特
徴
と
従
来
の
災
害
復
興

の
教
訓
に
照
ら
し
て
、
今
後
の

震
災
復
興
の
課
題
と
政
策
展
開

の
方
向
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た

ら
よ
い
か
」
に
つ
い
て
、
き
め

細
か
く
講
演
し
ま
し
た
。

住
民
の
頑
張
り
が

行
政
の
力
に

つ
づ
い
て
、「
福
島
富
に
い

が
た
自
治
体
研
究
所
」
副
理
事

長
か
ら
、
新
潟
県
各
地
の
住
民

の
運
動
に
よ
っ
て
、
次
々
と
行

政
の
壁
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た

成
果
が
報
告
さ
れ
「
地
域
の
住

民
が
頑
張
れ
ば
、
行
政
も
そ
れ

に
こ
た
え
て
新
し
い
施
策
を
立

て
ら
れ
る
」
と
強
調
し
ま
し

能
登
半
島
震
災
復
興
へ
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

復
興
支
援
は
、人
間
の
復
興
を
根
幹
に 
復
興
支
援
は
、人
間
の
復
興
を
根
幹
に 

た
。被

害
を
受
け
た
住
民
の
う

ち
、
最
初
に
特
別
発
言
と
し

て
、
三
人
が
発
言
し
ま
し
た
。

造
り
酒
屋
の
白
藤
妙
子
さ
ん

は
、
震
災
被
害
か
ら
復
興
へ

と
、
市
内
の
酒
造
会
社
が
知
恵

を
集
め
て
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

を
報
告
。
朝
市
に
何
代
に
も
わ

た
っ
て
出
店
し
て
い
る
遠
島
美

知
子
さ
ん
は
、
輪
島
の
振
興
と

朝
市
の
在
り
方
に
つ
い
て
報

告
。
志
賀
町
の
鵜
野
屋
の
区
長

で
あ
る
松
田
外
茂
三
さ
ん
は
、

二
年
後
に
は
、
元
の
家
に
戻
っ

て
生
活
で
き
る
こ
と
を
夢
見
て

頑
張
っ
て
い
る
、
と
報
告
し
ま

し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
発
言
が

討
論
で
は
、「
被
害
に
遭
っ

た
こ
と
の
証
明
が
あ
れ
ば
有
料

道
路
を
無
料
に
」「
液
状
化
の

あ
っ
た
田
ん
ぼ
で
稲
の
生
育
が

遅
れ
て
い
る
。
水
は
け
が
悪
く

な
っ
て
、
稲
が
根
腐
れ
し
て
い

る
」「
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の
と
こ

ろ
に
あ
る
ご
み
置
き
場
で
は
、

ほ
こ
り
が
ひ
ど
く
、
近
く
の
住

民
で
喘
息
症
状
の
出
て
い
る
人

も
い
る
」「
家
を
壊
さ
な
い
よ

う
に
、
で
き
る
だ
け
直
す
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
」「
正

し
い
情
報
を
伝
達
す
る
方
法
が

確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」

「
仮
設
に
住
ん
で
い
る
方
か
ら

の
質
問
で
、
最
長
ど
れ
ほ
ど
住

み
続
け
ら
れ
る
の
か
」「
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
、
新

し
い
復
興
ス
キ
ー
ム
が
必
要
で

は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
や

状
況
が
次
々
発
言
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
、
福
島
副
理
事
長
、

宮
入
教
授
が
意
見
や
疑
問
に
答

え
る
発
言
を
、
武
田
教
授
が
全

体
の
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

閉
会
あ
い
さ
つ
で
、
石
川
災

対
連
の
加
藤
忠
夫
氏
は
、「
復

興
支
援
の
根
幹
は
人
間
を
復
興

す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
宮
入
先

生
が
言
わ
れ
た
こ
と
に
大
変
共

感
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

◇

【
本
稿
は
、『
い
し
か
わ
住
民

と
自
治
』
二
十
八
号
か
ら
転
載

し
ま
し
た
（
編
集
部
）】

主催：反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会 

■と　き ： 2007年7月22日（日）午前10時から12時 
■ところ ： 金沢市卯辰山・玉兎ヶ丘「平和の子ら」像前広場 

平和のつどいプログラム 
10：00 オープニング　こども太鼓（まる鼓、青空） 
 開会 
 ・黙祷 
 ・献鶴 
 ・テノール独唱（北山吉明） 
 ・平和サークルの活動報告（コープいしかわ） 
 ・原爆症認定訴訟の現状（被爆者友の会） 
 ・子どもたちの平和のメッセージ 
 ・平和ミニコンサート（でえげっさあ） 
 ・全員合唱「青い空を」 
 ・アピール文の採択 
12：00 閉会 

私たちは、今年 2 2回
目の「反核・平和おりづ
る市民のつどい」を、平
和を祈念する1日、ピー
スデイ7.22として開催し
ます。 
核兵器に反対し平和を
願う多くの団体・個人・
市民の参加を心から呼び
かけます。 

ピース・デイ 7.22ピース・デイ 7.22

輪島市文化ホールに60人が集まり、今後の
能登半島の震災復興について議論を深めた
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各
協
会
の
十
分
な
検
討
に
よ
り
、 

       
在
宅
点
数
の
不
合
理
を
糺
す 
各
協
会
の
十
分
な
検
討
に
よ
り
、 

       
在
宅
点
数
の
不
合
理
を
糺
す 

理
事
　
大
川
　
義
弘
（
金
沢
市
・
心
療
内
科
） 

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
が
厚
労
省
交
渉 

保
険
医
協
会
は
い
ろ
ん
な
経

験
を
さ
せ
て
く
れ
る
。
と
い
っ

て
、
今
年
は
じ
め
て
理
事
に
な

っ
た
の
だ
か
ら
、
す
べ
て
が
初

め
て
の
経
験
と
も
い
え
る
の
だ

が
・
・
・
。

今
回
は
、
厚
労
省
交
渉
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
ま

で
要
望
書
作
成
に
か
な
り
準
備

を
し
て
き
た
だ
け
の
こ
と
は
あ

っ
て
、
内
容
に
説
得
力
が
あ
っ

た
。
厚
労
省
の
対
応
し
た
官
僚

も
、
私
た
ち
の
現
実
を
踏
ま
え

て
の
提
言
、
事
実
に
基
づ
く
非

効
率
性
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
な

ど
に
、
新
し
い
事
実
を
知
っ
た

よ
う
な
表
情
だ
っ
た
。
し
か

し
、
Ａ
．
制
度
を
悪
用
さ
れ
る

こ
と
へ
の
警
戒
感
（
最
後
に
往

診
だ
け
行
っ
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
加

算
を
と
る
と
か
、
高
齢
者
施
設

に
訪
問
診
察
に
行
っ
て
軒
並
み

訪
問
診
察
料
を
取
る
と
か
）

と
、
Ｂ
．
制
度
を
作
る
以
上
、

ど
こ
か
で
線
引
き
を
し
な
く
て

は
い
け
な
い
と
い
う
考
え
と
、

Ｃ
．
医
療
費
抑
制
の
枠
内
で
の

変
更
し
か
で
き
な
い
と
い
う
姿

勢
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
強
く
感
じ
た
。

交
渉
の
詳
細
は
事
務
局
か
ら

別
途
報
告
さ
れ
る
の
で
印
象
に

残
っ
た
こ
と
を
以
下
に
記
す

（
各
末
尾
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

は
上
記
）。

①
往
診
料
に
休
日
加
算
を
と
い

う
要
求
に
関
し
て
、
六
百
五
十

点
に
含
ま
れ
て
い
る
と
の
答
え

が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
休

日
に
い
く
の
は
負
担
で
す
と
参

加
の
医
師
が
せ
つ
せ
つ
と
語
る

と
頷
い
て
は
い
た
が
そ
れ
ど
ま

り
。（
Ｃ
）

②
往
診
料
に
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル

加
算
を
と
い
う
要
求
に
対
し

て
、
定
期
訪
問
診
察
な
し
で
の

算
定
に
な
る
危
険
性
を
述
べ
、

最
後
だ
け
ち
ょ
こ
っ
と
行
っ
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
加
算
を
と
ら
れ
る

こ
と
へ
の
危
惧
を
表
し
て
い

た
。（
Ａ
）

③
特
別
訪
問
看
護
指
示
書
が
切

れ
介
護
保
険
で
の
訪
看
に
な
る

と
、
点
滴
注
射
に
医
師
が
往
診

し
て
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
現
実
に
は
興
味
を
持
っ
て
聞

い
て
い
た
。
か
え
っ
て
医
療
費

が
上
が
る
と
い
う
こ
ち
ら
の
主

張
に
ぐ
っ
と
き
て
い
た
。（
Ｂ
）

（
Ｃ
）

④
在
宅
で
の
、
皮
下
筋
肉
注

射
・
静
注
の
薬
剤
料
が
算
定
で

き
る
よ
う
に
と
い
う
要
求
に
対

し
て
、
社
会
保
険
事
務
所
に
疑

義
を
あ
げ
て
も
ら
う
か
た
ち
で

答
え
て
い
く
と
い
う
返
事
で
あ

っ
た
。
手
ご
た
え
あ
り
。

⑤
在
宅
療
養
指
導
管
理
料
の
複

数
算
定
に
つ
い
て
は
申
し
訳
な

い
と
言
い
つ
つ
、
現
状
の
ま
ま
と

の
返
事
。
し
か
し
小
川
先
生
の

力
説
で
在
宅
で
の
連
携
で
複
数

医
療
機
関
の
場
合
の
算
定
が
必

要
と
の
意
見
に
検
討
し
よ
う
？

と
い
う
雰
囲
気
だ
っ
た
。（
Ｃ
）

一
時
間
四
十
分
に
及
ぶ
懇
談

と
な
っ
た
が
、
司
会
の
人
の
話

で
は
こ
れ
は
珍
し
い
と
い
う
こ

と
だ
そ
う
だ
。
現
状
の
問
題
点

を
詳
細
に
把
握
し
、
事
実
に
基

づ
き
提
言
し
て
い
く
こ
と
は
彼

ら
官
僚
に
も
勉
強
に
な
る
の
だ

ろ
う
。
こ
れ
か
ら
も
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
と
の
懇
談
を
継
続
し
て

欲
し
い
と
の
富
山
の
矢
野
会
長

の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
終
了
し

た
。

◎
厚
労
省
と
の
懇
談
要
録
は
協

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

憲
法
九
条
、二
五
条
を
活
か
し
、 

　
　
　
医
療
崩
壊
を
立
て
直
そ
う 

憲
法
九
条
、二
五
条
を
活
か
し
、 

　
　
　
医
療
崩
壊
を
立
て
直
そ
う 

事
務
局
　
東
　
亮
子 

第
3
回
保
団
連
代
議
員
会
 

六
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日

の
両
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
二
〇
〇

六
年
〜
二
〇
〇
七
年
第
三
回
保

団
連
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。今

回
の
代
議
員
会
で
は
、
来

年
四
月
に
迫
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
創
設
や
診
療
報
酬
改

定
・
自
主
共
済
規
制
問
題
な
ど

問
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
保
団
連
史
上
初
め
て
二
日

間
に
渡
る
開
催
と
な
り
、
会
務

報
告
や
決
算
報
告
と
併
せ
て
、

各
協
会
選
出
の
代
議
員
と
執
行

部
に
よ
る
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
た
。

今
後
の
運
動
方
針
と
し
て

は
、
診
療
報
酬
改
定
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
創
設
な
ど
待

ち
受
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
改
悪
に

対
し
て
、『
憲
法
九
条
、
二
五

条
を
生
か
し
、
医
療
費
総
枠
の

拡
大
で
「
医
療
崩
壊
」
を
立
て

直
そ
う
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
、
二
〇
〇
六
年
改
定
に
関
し

て
患
者
と
共
同
し
て
行
っ
た
活

動
が
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
宣
伝

を
強
化
す
る
こ
と
で
患
者
・
国

民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、
共

同
の
輪
を
広
げ
、
患
者
・
国
民

と
共
に
医
療
費
総
枠
の
拡
大
で

「
医
療
崩
壊
」
を
立
て
直
す
運

動
を
中
心
と
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

ま
た
、
議
論
に
多
く
の
時
間

を
割
い
た
自
主
共
済
規
制
問
題

に
関
し
て
は
、「
加
入
者
の
権

利
を
守
る
た
め
、
な
る
べ
く
近

い
形
で
残
し
た
い
」「
二
〇
〇
八

年
一
月
に
開
催
さ
れ
る
定
期
大

会
に
お
い
て
一
定
の
結
論
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
継
続
し
て
運
動

を
行
う
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、

引
き
続
き
新
保
険
業
法
か
ら
の

適
用
除
外
運
動
と
、
休
業
保
障

制
度
の
保
全
対
策
を
二
本
立
て

で
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

石
川
協
会
か
ら
は
、
井
沢
会

長
よ
り
「
能
登
半
島
地
震
〜
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
こ
そ
命

〜
」
と
題
し
て
、
能
登
半
島
地

震
に
対
す
る
会
員
の
先
生
方
の

取
り
組
み
や
協
会
に
よ
る
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
執
行
部
か
ら
「
震
災
直
後

か
ら
の
会
員
の
先
生
方
の
献
身

的
な
活
動
と
協
会
の
活
動
に
敬

意
を
評
し
た
い
。
各
協
会
が
参

考
に
す
べ
き
こ
と
も
あ
り
、
過

去
の
震
災
と
と
も
に
そ
の
教
訓

を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
災
害
被
災
者
支
援
と
災
害

対
策
改
善
を
求
め
る
全
国
連
絡

会
（
全
国
災
対
連
）
と
連
携
し

調
査
し
た
が
、
今
後
も
支
援
は

継
続
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

保
険
医
協
会
・
保
団

連
は
、
医
科
歯
科
一
体

の
組
織
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
医
師
不
足
が
騒

が
れ
る
一
方
、
歯
科
医

師
は
過
剰
で
、
今
経
営

的
に
大
変
な
苦
境
に
あ
る
と
聞
く
。

実
態
は
ど
う
か
、
歯
科
診
療
所
の
場

合
か
ら
見
て
み
よ
う
。

国
民
総
医
療
費
は
皆
保
険
実
施
以

来
ほ
ぼ
一
貫
し
て
伸
び
て
い
る
。
歯

科
診
療
所
数
も
一
貫
し
て
増
え
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
歯
科
医
療
費
は
こ
こ

十
年
横
ば
い
、
ま
た
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
歯
科
診
療
所
の
保
険
診
療
収

入
は
一
九
九
六
年
以
来
、
右
下
が
り

に
減
少
し
て
今
や
二
十
年
前
の
水
準

で
あ
る
。
そ
こ
で
歯
科
医
師
数
を
削

減
せ
よ
と
の
声
が
強
い
。

し
か
し
、
良
識
あ
る
歯
科
医
師

は
、
歯
科
医
療
需
要
に
対
し
て
歯
科

医
師
が
過
剰
と
の
一
面
も
あ
る
が
、

不
当
に
低
い
診
療
報
酬
の
基
で
、
患

者
指
導
文
書
の
作
成
な
ど
に
時
間
を

取
ら
れ
、
と
ん
で
も
な
い
長
時
間
労

働
を
し
て
あ
く
せ
く
働
い
て
い
る
深

刻
な
歯
科
医
療
現
場
の
現
状
を
指
摘

す
る
。
し
ご
く
妥
当
な
意
見
で
あ
る

と
思
う
。

一
方
、
医
科
診
療
所
の
場
合
も
収

入
は
決
し
て
伸
び
て
い
な
い
。
さ
ら

に
厚
生
労
働
省
内
部
で
は
、
開
業
医

の
収
入
は
も
っ
と
少
な
く
て
良
い
と

の
意
見
が
あ
る
と
聞
く
。
ま
た
、
某

評
論
家
は
勤
務
医
を
辞
め
て
開
業
す

る
理
由
を
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
」
と
言
っ
て
、
開
業
は
「
楽

で
」「
リ
ス
ク
が
少
な
く
て
」「
実
入

り
が
良
い
」
か
ら
だ
と
言
う
。
ま
こ

と
に
誤
解
も
甚
だ
し
い
。

が
、
い
ず
れ
都
会
を
中
心
に
医
科

診
療
所
も
過
当
競
争
、
収
入
減
と
歯

科
と
同
様
の
ア
リ
地
獄
に
陥
る
と
の

予
想
も
あ
る
。

明
治
維
新
以
後
の
西
洋
医
学
の
導

入
以
来
、
歯
科
は
と
か
く
医
科
の
後

塵
を
拝
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か

し
「
ゆ
と
り
の
あ
る
安
心
・
安
全
な

医
療
」
を
目
指
す
こ
と
は
、
医
科
も

歯
科
も
同
じ
で
あ
る
。
平
等
な
診
療

報
酬
の
も
と
で
、
安
心
し
て
診
療
に

携
わ
れ
る
環
境
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

来
年
度
か
ら
の
高
齢
者
医
療
制
度

の
創
設
の
よ
う
に
ま
す
ま
す
医
療
環

境
が
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、
政

府
の
進
め
る
低
医
療
費
政
策
の
打
破

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
医
科

歯
科
一
体
の
わ
れ
わ
れ
こ
そ
、
そ
の

運
動
の
先
兵
と
な
り
う
る
こ
と
の
自

覚
と
誇
り
を
も
と
に
、
一
致
団
結
し

て
難
局
を
打
開
し
て
い
こ
う
。

ゆ
と
り
あ
る
安
心
・
安
全
な
医
療
を 

医
科
、
歯
科
一
体
の
運
動
強
化
で 

北信越各ブロックから12人が出席した厚労省交渉
（6月14日／厚生労働省会議室）

能登半島地震支援について報告する井沢宏夫会長



石 川 保 険 医 新 聞 2007年７月15日（毎月15日発行）（4）第423号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

石川県 社保国保 審査委員名簿
（任期：2007年6月1日～2009年5月31日）

《支払基金審査委員》
代表別 診療科 氏　　名 職名または勤務先

診　

療　

担　

当　

者　
　
　

19　

人

内 科 一林　哲弥 開業医　
内 科 魚谷　浩平 開業医
内 科 小川　　純 開業医
内 科 越野　慶隆 開業医
内 科 四位例　靖 開業医　
内 科 竹田　康男 開業医　
内 科 洞庭　賢一 開業医　
外 科 桐山　正人 国立病院機構　金沢医療センター
外 科 八木　雅夫 公立松任石川中央病院
整 外 松本　晴彦 金沢宗広病院長
産 婦 丘村　　誠 開業医　
小 児 中村　英夫 開業医
精 神 渋谷　禎三 十全病院
眼 科 中田　芳夫 開業医
耳 鼻 上田　恵一 開業医
皮 膚 西部　武嗣 開業医
歯 科 蒲田　志朗 開業医
歯 科 向田　能和 開業医
歯 科 前田　　裕 開業医

保　

険　

者　
　
　

19　

人

内 科 安部　俊男 金沢市立病院
内 科 岩田　　章 金沢赤十字病院
内 科 長田　清明 金沢赤十字病院
内 科 河合　昴三 公立松任石川中央病院
内 科 紺井　一郎 石川県立中央病院
内 科 柴山　真介 開業医
外 科 四方　裕夫 金沢医科大学病院
外 科 高橋　一郎 山中温泉医療センター
外 科 西村　元一 金沢大学医学部附属病院
整 外 岡田　正人 金沢医科大学病院
整 外 島　　　巌 木島病院
整 外 横川　明男 石川県済生会金沢病院
脳 外 池田　清延 金沢医療センター
産 婦 上島　半治 開業医
小 児 奥田　則彦 国立病院機構　医王病院
小 児 加藤　彰一 開業医
小 児 笠原　善三 金沢大学医学部附属病院
歯 科 東山　一博 開業医
歯 科 白石　貴城 開業医

学　

識　

経　

験　

者　
　
　

19　

人

内 科 奥村　廣和 金沢大学医学部附属病院
内 科 木田　　寛 石川県社会保険診療報酬支払基金
内 科 多田　　明 金沢医療センター
内 科 栂　　博久 金沢医科大学病院
内 科 早川　浩之 開業医
内 科 三輪　梅夫 石川県赤十字血液センター
外 科 上山　武史 金沢循環器病院
外 科 竹下八州男 金沢社会保険病院
外 科 羽柴　　厚 開業医
整 外 加藤日出治 開業医
産 婦 朝本　明弘 石川県立中央病院
精 神 中村　一郎 岡部病院
眼 科 瀬川　安則 公立つるぎ病院
耳 鼻 三輪　高喜 金沢大学医学部附属病院
皮 膚 筒井　清広 石川県立中央病院
泌 尿 器 高　　栄哲 金沢大学医学部附属病院
歯 科 牛村　　章 開業医
歯 科 大乗　　衛 開業医
歯 科 谷本　　門

＜注記＞
＊本年6月1日の審査委員改選にあたり、当会から石川県及び支払基金に開示請求し
たところ、国保審査委員名簿は代表区分、診療科、氏名、職名のすべてが開示さ
れたが、社保審査委員は「氏名」だけが開示された。

＊社保審査委員については当会発行の「病院マップ」や石川県医師会会員名簿、各
医療機関のホームページなどを参考に当会の独自調査にもとづき、国保審査委員
の開示方法に近づけて掲載した。

《国保連合会審査委員》
代表別 診療科 氏　　名 職名または勤務先

保
険
医
・
薬
剤
師
代
表　
　
　

17　

名

内 科 池田　清司 池田クリニック院長
内 科 北野　博嗣 北野内科クリニック院長
内 科 小山　　有 香林坊メディカルクリニック院長
内 科 二宮　哲博 二宮内科医院長
内 科 林　　清次 林内科医院長
外 科 林　外史英 林胃腸科クリニック院長
脳 外 石倉　　彰 石倉医院長
脳 外 木下　　昭 介護老人保健施設さくら園施設長
整 外 細川外喜男 細川整形外科医院長
産 婦 荒木　克己 恵愛病院長
産 婦 本保　喜康 金沢聖霊総合病院産婦人科医長
小 児 林　　幸子 林小児科医院長
耳 鼻 木下　弘治 木下耳鼻咽喉科医院長
精 神 炭谷　信行 社会福祉法人金沢市民生協会 ときわ病院長
歯 科 井東　則文 井東歯科医院長
歯 科 安井　　浩 ヒロ歯科クリニック院長
薬 局 兼田　春生 かねだ薬局長

保　

険　

者　

代　

表　
　
　

17　

人

内 科 鵜浦　雅志 公立羽咋病院長
内 科 加登　康洋 石川県医師国保組合（加登病院長）
内 科 篠崎　公秀 国家公務員共済組合連合会北陸病院
内 科 杉本　尚樹 金沢市立病院循環器科長
内 科 津田　功雄 石川県医師国保組合（津田内科医院長）
内 科 松下　榮紀 河北中央病院長
内 科 吉光　康平 石川県医師国保組合（吉光内科医院長）
外 科 大平　政樹 石川県医師国保組合（大平胃腸科外科クリニック院長）
外 科 素谷　　宏 石川県国民健康保険団体連合会（嘱託医師）
整 外 高田　宗世 石川県医師国保組合（高田整形外科内科医院長）
小 児 加藤　貞人 公立松任石川中央病院小児科部長
眼 科 山崎　芳治 石川県医師国保組合（山崎眼科医院長）
眼 科 横川由起子 金沢市立病院眼科長
皮 膚 加世多秀範 石川県医師国保組合（加世多皮膚科医院長）
歯 科 宮田　廣人 全国歯科医師国保組合石川県支部（宮田歯科クリニック院長）
歯 科 中川　　真 全国歯科医師国保組合石川県支部（中川歯科医院副院長）
歯 科 千田　恭恵 全国歯科医師国保組合石川県支部（千田歯科クリニック院長）

公　

益　

代　

表　
　
　

17　

人

内 科 追分　久憲 国家公務員共済組合連合会北陸病院長
内 科 大竹　茂樹 金沢大学大学院医学系研究科病態検査学教授
内 科 阪上　　学 金沢医療センター循環器科医長
内 科 東福　要平 石川県済生会金沢病院検診センター医師
内 科 藤村　政樹 金大大学院医学系研究科細胞移植学准助教授
内 科 松井　　忍 金沢医科大学循環制御学教授
外 科 新井　禎彦 金大医学部附属病院　心肺・総合外科助教授
外 科 遠藤　将光 金沢医療センター心臓血管外科医長
外 科 山田　哲司 石川県立中央病院長
整 形 安竹　秀俊 石川県立中央病院診療部長
整 外 土屋　弘行 金大大学院医学系研究科機能再建学准教授
眼 科 北川　和子 金沢医科大学病院感覚機能病態学教授
耳 鼻 瀧口　哲也 金沢医療センター耳鼻咽喉科医長
泌 尿 器 勝見　哲郎 医王病院（名誉院長）　
皮 膚 望月　　隆 金沢医科大学環境皮膚科学教授
歯 科 大場　有一 大場歯科医院長
歯 科 村上　英樹 泉野歯科医院長

審査改善のために 

『保険審査通信』 
『保険審査通信』は年に数回、本紙に同封しています。ご利用ください。 

 

F A X 用

石川県保険医協会  
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4 月 19 日、石川社会保険事務局において平成 19 年度第１

回石川選定委員会が開催され、今年度の集団的個別指導及

び個別指導の対象者が選定された。石川協会では石川社会

保険事務局に第１回選定委員会の配布資料や議事録の開示

を請求し、この程個別指導の関連文書（A4版 190 頁）を入

手した。

集団的個別指導は類別区分（医科：病院４区分、診療所

11 区分、歯科：病院及び診療所の２区分）ごとに１件あた

りの平均点数の高い保険医療機関のうち、平成 17 年度、18

年度に集団的個別指導または個別指導を受けたものを除い

て上位 8％程度を選定している。＜表 1＞にあるように今年

度は医科 45 件、歯科 39 件が選定対象になっている。

個別指導の選定対象は保険医療機関の４％程度であり、

今年度は医科 11 件、歯科 19 件である。個別指導の選定理

由をみると、医科は「厚生労働省からの名義貸しの情報提

供」が 3件、「支払基金等の情報提供」が 1件、「平成 17 年

度集団的個別指導選定連動高点数」が 7件である。「医師の

名義貸しの情報提供」については全国的な問題になってお

り、福井県では 6月 21 日に 2病院が保険医療機関及び介護

療養型医療施設の指定取り消し処分を受けている。一方、

歯科は「平成 18 年度個別指導事後措置・再指導」が 1件あ

り、外 18 件はすべて「平成 17 年度集団的個別指導選定連

動高点数」である（表 2参照）。最近 5年間の個別指導の選

定理由でも「前々年度集団的個別指導選定連動高点数」が

医科は89件／ 105件（84.8％）、歯科は78件／ 94件（83.0％）

ある（表 3参照）。

個別指導の選定基準の中に「集団的個別指導を受けた保

険医療機関のうち、翌年度の実績においても、な

お、高点数に該当するものについては、類型区分

ごとに上位より個別指導の対象とする」があるた

め、集団的個別指導を受けた医療機関には翌年度

は平均点数引き下げへの心理的要素（萎縮診療）

が働くというジレンマがある。

このため保険医協会では「指導大綱」にある

「保険診療の質的向上及び適正化を図ること」「保

険診療の取扱い、診療報酬の請求等に関する事項

について周知徹底させること」という本来の目的

に基づき、高点数医療機関を対象とした集団的個

別指導ではなく、すべての保険医療機関への集団

指導に切り替える方策を提案してきた。

医科においては、本年 7月、8月に県下 4会場

で石川社会保険事務局が開く集団的個別指導と、

石川県医師会主導の「保険診療講習会」が同日、

同会場で共同開催されることになった。「保険診

療講習会」の中で社会保険事務局による講義を従

来からの集団的個別指導の集団部分に代えるとい

う新しい試みである。

医師会の対応は一歩前進であるが、社会保険事

務局のスタンスは、集団的個別指導対象者には独

自に指導通知を出しており、高点数連動の個別指

導の域を一歩も脱していない。集団的個別指導の

選定にあたっては、高点数を理由にした選定を行

わず、その他の選定理由での指導にし、全医療機

関に集団指導の通知を出して欲しかった。社会保

険庁が解体され、今後は保険医療機関等に対する

指導監査等の事務は、地方厚生局において実施す

ることになっている。今後の動向を注目したい。

＜表１＞　石川県における平成19年度の集団的個別指導の選定基準

類型区分 医療機関数 対象医療機関数
（8％）

石川県
選定基準値

石川県
（1件当たりの
平均点数）

全国平均
（1件当たりの
平均点数）

病　院

一般病院 58 5 37,601 34,183 40,098

老人病院 30 2 41,142 37,402 41,160

精神病院 12 0 36,387 33,079 

臨床・大学・特定 5 0 57,045 51,859 

計 105 7

診療所

内科（人工透析以外） 332 22 1,370 1,352 1,072

内科（人工透析が主） 9 1 5,524 5,324 6,641

精神・神経科 15 1 1,517 1,406 1,099

小児科 56 1 1,080 1,058 844

外科 76 3 1,642 1,607 1,157

整形外科 50 3 1,465 1,447 1,048

皮膚科 39 1 827 784 551

泌尿器科 4 0 1,343 1,295 1,955

産婦人科 37 1 1,194 1,146 954

眼科 55 3 830 815 648

耳鼻咽喉科 34 2 919 914 720

計 707 38

合計 812 45

病　院 歯科 20 1 1,118 932 887

診療所 歯科 470 38 1,572 1,310 1,268

合計 490 39

◇平均点数は病院は入院分。診療所、歯科、保険薬局は外来分。
◇平均点数とは、前年度4月～9月の6ヶ月間の公費負担医療を除く支払基金と国保連合会の取り扱いレセプト1枚
当りの平均点数である。

◇平均点数の対象レセプトは、病院は社保の本人・家族の入院分、診療所は社保及び国保の本人・家族外来分、小児
科は家族分である。老人病院は老人保健法対象者を利用している。

◇選定基準値とは、石川県の類型区分ごとの平均点数に病院は1.1倍、診療所、歯科、保険薬局は1.2倍の数値を掛
けたもので、基準値以上が集団的個別指導の選定対象となる。

＜表3＞　最近5年間の個別指導保険医療機関の選定理由（石川県）
＜医科保険医療機関＞

選定理由 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 計

前々年度集団的個別指導連動高点数 22 18 17 25 7 89

適時調査による要再指導 1 1

3年前の個別指導の結果、再指導
（昨年度未実施のため） 1 1

支払基金等からの情報提供 3 4 7

前年度個別指導の結果、再指導 1 1 2

前年度新規指導の結果、再指導 1 1

前年度特定共同指導の再指導 3 1 4

既指定個別指導の小計 24 20 24 26 11 105

新規指定個別指導 36 18 29 18 17 118

計 60 38 53 44 28 223

＜歯科保険医療機関＞

選定理由 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 計

前々年度集団的個別指導連動高点数 16 17 11 16 18 78

支払基金等からの情報提供 1 1 2

前年度個別指導の結果、再指導 1 6 3 1 11

前年度特定共同指導の再指導 2 1 3

既指定個別指導の小計 18 18 19 20 19 94

新規指定個別指導 14 10 10 11 22 67

計 32 28 29 31 41 161

＜表2＞　平成19年度の個別指導の選定理由
医科

選定理由 件数

平成17年度集団的個別指導選定連動高点数 7

厚生労働省からの名義貸しの情報提供 3

選定理由が不開示（支払基金等の情報提供？） 1

新規指定個別指導 17

合計 28

歯科

選定理由 件数

平成17年度集団的個別指導選定連動高点数 18

平成18年度個別指導事後措置「再指導」 1

新規指定個別指導 22

合計 41

情報開示資料からみえてくるもの 情報開示資料からみえてくるもの 情報開示資料からみえてくるもの 
今年度の集団的個別指導・個別指導について 今年度の集団的個別指導・個別指導について 
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久間防衛相に厳重抗議 久間防衛相に厳重抗議 久間防衛相に厳重抗議 
核戦争を防止する石川医師の会（代表：白崎良明　事

務局：石川県保険医協会）では、6月 30 日の久間防衛相

の講演会における原爆投下容認発言について厳重抗議し、

辞任を求める抗議声明を 7月 2 日に発表し、安倍総理及

び久間防衛相に送付しました。

核戦争を防止する石川医師の会の抗議声明を本紙に紹

介します。

内閣総理大臣　安倍晋三　殿

防衛大臣　久間章生 殿

久間防衛相の原爆投下容認発言に厳重に抗議し、辞任を求める

新聞報道によれば、久間防衛相は 6月 30 日の千葉の麗澤大

学で ｢わが国の防衛について ｣と題して行った講演で、アジア・

太平洋戦争終結時に米国が広島・長崎に原爆投下したことにつ

いて『全く無傷な人が悲惨な目に遭いましたけれども、あれで

戦争が終わったんだという、そういう頭の整理で、しょうがな

いなと思っている』と述べた。さらに翌日の報道番組でも発言

については『訂正する必要はない、誤解を与えたところがあれ

ば、丁寧に説明しなければいけない』と訂正しない考えを示し

た。

広島・長崎への原爆投下は 21 万人もの市民の命を奪っただ

けでなく、今尚 26 万人にのぼる生存被爆者の心身を苦しめ続

けている残虐行為である。被爆地長崎の出身でもある現職閣僚

が、原爆投下を容認し、被爆者の気持ちを踏みにじる発言をし

たことに満身の怒りをこめて抗議し、辞任を求める。

国連総会決議、1996 年国際司法裁判所でも「核兵器による

威嚇とその使用は一般的に国際法に違反する」としており、

2000 年 NPT再検討会議では核保有国が廃絶の努力をすること

を合意している。

核兵器の残虐な被害を知る日本は核兵器の廃絶に向けて国際

政治の先頭に立って努力すべきである。安倍首相は久間発言に

対して「問題視せず、罷免の必要なし」としたがきわめて問題

である。背景には憲法第九条を改悪し、日本の安全を米国の核

戦略体制に依存させる意図が感じられる。

私たちは久間発言に厳重に抗議するとともに、核兵器廃絶の

ためにさらに反核・平和を願う市民のみなさんと奮闘する決意

である。 　

2007 年 7 月 2 日

核戦争を防止する石川医師の会

代表世話人　　白崎良明

サ
ス
ペ
ン
ス
と
い
え
ば
、

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
で
あ
る
。
美

男
、
美
女
を
登
場
さ
せ
、
ス

リ
リ
ン
グ
な
展
開
、
小
道
具

や
撮
影
に
も
工
夫
を
凝
ら

し
、
私
た
ち
を
怖
が
ら
せ
、

楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

数
々
の
名
作
が
あ
る
が
、

ぼ
く
が
一
番
怖
い
と
思
っ
た

の
は
こ
れ
。

物
語
の
舞
台
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
カ
ナ
ダ
の
古

都
ケ
ベ
ッ
ク
。
聖
マ
リ
ー
教

会
の
神
父
館
で
小
使
い
と
し

て
働
く
オ
ッ
ト
ー
・
ケ
ラ
ー

は
、
あ
る
夜
世
話
に
な
っ
て

い
る
神
父
マ
イ
ケ
ル
・
ロ
ー

ガ
ン
（
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ク

リ
フ
ト
）
に
懺
悔
し
た
。
庭

仕
事
な
ど
を
頼
ま
れ
て
い
る

弁
護
士
の
ビ
レ
ッ
ト
を
殺
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。ケ

ラ
ー
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
か
ら
夫
婦
で
逃
げ
て
き

て
、
教
会
の
庇
護
を
受
け
て

ケ
ベ
ッ
ク
で
暮
ら
し
て
い
た

の
だ
が
、
生
活
が
苦
し
か
っ

た
。
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に

ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て
い
た
の

だ
っ
た
。
ケ
ラ
ー
は
犯
行
時

僧
衣
を
着
て
い
た
。
ビ
レ
ッ

ト
宅
か
ら
出
た
僧
衣
姿
の
男

が
少
女
た
ち
に
目
撃
さ
れ
て

い
た
。

ラ
ル
ー
警
部
（
カ
ー
ル
・

マ
ル
デ
ン
）
は
、
犯
行
検
分

の
際
に
ロ
ー
ガ
ン
神
父
に
会

っ
た
。
彼
は
ビ
レ
ッ
ト
宅
前

で
待
ち
合
わ
せ
て
い
た
女
性

を
助
け
る
た
め
に
来
て
い
た

の
で
あ
る
。
警
部
は
僧
衣
の

男
の
こ
と
を
聞
き
、
捜
査
線

上
に
ロ
ー
ガ
ン
神
父
が
浮
か

ん
で
き
た
の
だ
っ
た
。

検
分
当
日
に
神
父
が
会
っ

た
の
は
、
彼
が
出
征
前
に
恋

人
だ
っ
た
ル
ー
ス
（
ア
ン
・

バ
ク
ス
タ
ー
）
だ
っ
た
。
ル

ー
ス
は
、
出
征
後
、
戦
地
か

ら
の
ロ
ー
ガ
ン
の
手
紙
が
途

切
れ
、
待
ち
き
れ
ず
に
ケ
ベ

ッ
ク
州
議
会
議
員
の
ピ
エ
ー

ル
に
求
婚
さ
れ
結
婚
し
た
の

だ
っ
た
。
大
戦
が
終
わ
り
帰

国
し
た
ロ
ー
ガ
ン
に
会
い
に

行
っ
た
ル
ー
ス
は
、
戦
争
に

よ
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ロ

ー
ガ
ン
に
と
ま
ど
っ
た
が
、

嵐
に
遭
い
、
帰
り
の
フ
ェ
リ

ー
を
逃
し
、
翌
朝
雨
宿
り
を

し
た
場
所
で
結
婚
式
に
来
て

い
た
ビ
レ
ッ
ト
に
ロ
ー
ガ
ン

と
一
緒
の
と
こ
ろ
を
目
撃
さ

れ
た
。

そ
の
後
ロ
ー
ガ
ン
は
神
父

と
な
り
、
二
人
は
会
う
こ
と

も
な
か
っ
た
。

数
年
後
、
ル
ー
ス
は
ビ
レ

ッ
ト
か
ら
脱
税
の
こ
と
で
ピ

エ
ー
ル
の
力
を
借
り
た
い
と

持
ち
か
け
ら
れ
、
口
添
え
を

し
て
く
れ
な
い
の
な
ら
ロ
ー

ガ
ン
と
の
密
会
を
ば
ら
す
と

脅
か
さ
れ
た
。
誰
に
も
相
談

で
き
ず
に
ル
ー
ス
は
数
年
ぶ

り
に
再
び
ロ
ー
ガ
ン
に
会

い
、
助
け
を
求
め
た
晩
に
ビ

レ
ッ
ト
事
件
が
起
き
た
。

そ
の
事
情
を
聞
い
た
警
部

と
検
事
は
、
ロ
ー
ガ
ン
が
犯

人
と
考
え
裁
判
を
開
い
た
。

と
い
う
こ
と
で
神
父
は
真
犯

人
を
知
っ
て
い
る
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
懺
悔
で
聞
い
た

こ
と
は
言
わ
ず
に
裁
判
は
進

行
す
る
。
陪
審
で
は
無
罪
に

な
っ
た
が
、
釈
放
さ
れ
た
ロ

ー
ガ
ン
に
対
し
て
裁
判
所
を

取
り
巻
く
人
々
か
ら
「
神
父

を
辞
め
ろ
！
」「
お
前
が
犯

人
だ
」
と
の
の
し
ら
れ
る
神

父
を
め
ぐ
る
映
像
が
す
ご

い
。嘘

や
ひ
ど
い
状
況
に
耐
え

ら
れ
な
く
な
っ
た
ケ
ラ
ー
の

妻
が
真
実
を
語
り
、
ケ
ラ
ー

に
射
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
警

察
に
追
わ
れ
撃
た
れ
た
ケ
ラ

ー
は
、
告
白
を
警
察
に
ば
ら

さ
れ
た
と
思
い
、
神
父
を
の

の
し
る
。
そ
し
て
最
後
ま
で

話
し
合
お
う
と
し
た
ロ
ー
ガ

ン
神
父
の
胸
の
中
で
息
を
引

き
取
る
の
だ
っ
た
。

苦
悩
し
な
が
ら
も
告
白
の

内
容
を
語
ら
ず
に
呻
吟
す
る

神
父
の
姿
が
す
ご
く
、
心
の

内
面
を
描
い
た
ス
リ
ラ
ー
と

し
て
一
級
品
だ
と
思
う
の

だ
！！

【
監
督
】ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク 

【
主
演
】モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ク
リ
フ
ト 

一
九
五
二
年（
米
） 

私
は
告
白
す
る 

おすすめの1本 おすすめの1本 その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

２８ 

「
恋
愛
は
麻
疹
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

皆
そ
れ
を
通
り
過
ぎ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
ジ
ェ
ロ
ー

ム
）」、「
麻
疹
の
よ
う
な
も

の
、
時
が
た
て
ば
治
る
」
と

い
う
古
い
格
言
も
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
定

着
し
て
い
る
の
で
、
麻
疹
は

軽
い
病
気
と
考
え
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。

医
学
が
ま
だ
発
達
し
て
い

な
い
昔
は
乳
児
死
亡
率
が
異

常
に
高
く
、
麻
疹
に
よ
る
死

亡
は
あ
ま
り
目
立
た
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
、
日
本
で
も
そ

の
昔
、「
命
定
め
」
と
い
わ

れ
、
こ
ど
も
の
病
気
の
中
で

も
一
番
重
く
、
命
を
左
右
す

る
病
気
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
英
語
で
は
麻
疹
を

m
easles

と
記
載
し
ま
す

が
、語
源
はm

iserable

（
悲

惨
な
）
か
ら
来
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

事
実
、
私
が
医
師
に
な
っ

た
約
三
十
年
前
に
は
、
麻
疹

が
は
や
る
と
外
来
、
病
棟
は

戦
場
と
化
し
、
肺
炎
、
麻
疹

の
内
向
と
言
わ
れ
る
Ｄ
Ｉ
Ｃ

（
出
血
が
止
ま
ら
な
く
な
り
、

多
く
は
死
亡
す
る
）
な
ど
の

合
併
症
で
大
変
で
し
た
。
こ

の
状
況
を
回
避
す
べ
く
先
輩

小
児
科
医
た
ち
の
尽
力
で
麻

疹
予
防
接
種
が
公
費
で
広
く

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
乳

幼
児
の
麻
疹
は
確
実
に
減
少

し
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
、
そ
の
あ
り

が
た
さ
に
馴
れ
、
麻
疹
予
防

接
種
率
の
低
下
を
見
て
い
ま

す
。麻

疹
の
発
症
数
は
地
域
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
近
年

で
は
一
九
九
八
年
に
沖
縄
で

大
流
行
し
約
二
千
人
が
発

症
、
八
人
の
乳
幼
児
が
死
亡

し
た
こ
と
が
大
き
な
問
題
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
契
機

に
二
〇
〇
一
年
〝
は
し
か
ゼ

ロ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
が
発

足
し
、
小
児
科
医
と
行
政
の

協
力
に
よ
っ
て
乳
幼
児
の
麻

疹
は
さ
ら
に
減
少
し
、
確
実

に
そ
の
成
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
麻
疹
克
服
の

歴
史
の
中
に
あ
っ
て
、
五
月

二
十
五
日
付
け
の
『
北
国
新

聞
』
の
「
時
鐘
」
の
内
容

は
、
書
き
手
の
主
旨
で
は
な

い
が
「
麻
疹
は
予
防
注
射
し

な
く
て
自
然
に
罹
っ
た
ほ
う

が
よ
い
」
と
読
者
が
誤
解
し

か
ね
な
い
も
の
で
し
た
。
即

座
に
十
人
あ
ま
り
の
小
児
科

医
が
新
聞
社
に
危
惧
の
念
、

抗
議
を
伝
え
ま
し
た
。『
北

国
新
聞
』
は
二
十
八
日
の

「
地
鳴
り
欄
」
に
読
者
の
意

見
と
し
て
「
時
鐘
」
の
内
容

に
賛
同
す
る
意
見
の
み
を
載

せ
て
小
児
科
医
た
ち
の
危

惧
、
抗
議
は
無
視
さ
れ
ま
し

た
。危

惧
し
た
通
り
、
小
児
科

外
来
で
は
「
麻
疹
は
予
防
注

射
を
し
な
く
て
自
然
に
罹
っ

た
ほ
う
が
よ
い
」
と
解
釈
す

る
患
者
さ
ん
に
、
あ
ら
た
め

て
説
明
し
直
す
場
面
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
新
聞
報
道
の

影
響
力
の
大
き
さ
に
改
め
て

思
い
を
致
し
て
い
ま
す
。

主
旨
は
他
に
あ
れ
、
誤
っ

た
内
容
に
よ
り
読
者
の
誤
解

を
引
き
起
こ
し
た
時
に
は
、

専
門
家
の
意
見
を
素
直
に
取

り
入
れ
て
訂
正
報
道
を
し
て

欲
し
い
も
の
で
す
。
人
間
は

誰
で
も
誤
り
を
犯
し
ま
す

が
、
そ
の
後
の
対
処
に
よ
り

そ
の
人
の
品
格
が
決
ま
る
と

思
い
ま
す
。「
時
鐘
」
の
二

日
前
に
「
麻
疹
の
予
防
に
は

二
回
接
種
を
推
奨
す
る
」
と

の
社
説
を
載
せ
て
い
ま
す
。

同
じ
社
内
で
の
統
一
性
の
無

さ
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
後
、
こ
の
件
に
さ
ら

な
る
申
し
入
れ
が
あ
り
、
あ

ら
た
め
て
六
月
八
日
の
夕
刊

に
「
麻
疹
の
予
防
に
予
防
接

種
二
回
を
推
奨
す
る
」
を
書

か
れ
た
良
識
の
あ
る
記
者
、

編
集
者
も
存
在
す
る
こ
と
に

救
い
を
見
る
思
い
で
す

が
・
・
・
。

「麻疹のようなもの」考 「麻疹のようなもの」考 「麻疹のようなもの」考 会員 
投稿 

村田　祐一（金沢市・小児科／6月28日記） 
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会員デビュー講演 
・シンポジウム　 1

第14回 

勤
務
医
三
十
年
・
高
齢
開
業
の
一
例 

テーマ 自
問
自
答
の
地
域
医
療 

自
問
自
答
の
地
域
医
療 

羽
柴
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
羽
柴
　
厚（
金
沢
市
・
消
化
器
科
） 

は
じ
め
に

保
険
医
協
会
の
新
規
開
業
医

の
講
演
会
に
お
招
き
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。私

は
二
〇
〇
四
年
十
月
に
、

金
沢
市
泉
野
町
で
消
化
器
を
中

心
と
し
た
無
床
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
院
し
ま
し
た
。
勤
務
医

三
十
年
後
の
無
謀
と
も
思
え
る

高
齢
開
業
で
し
た
。

金
沢
に
生
ま
れ
、
学
生
時
代

を
含
め
す
べ
て
を
地
元
金
沢
で

過
ご
し
、
一
九
七
五
年
金
沢
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
金
沢
大

学
第
一
外
科
（
現

：

心
肺
綜
合

外
科
、
当
時

：

岩
喬
教
授
）
に

入
局
し
ま
し
た
。
同
大
学
院
卒

業
後
心
臓
血
管
外
科
、
呼
吸
器

外
科
、
消
化
器
外
科
な
ど
多
岐

に
渡
る
外
科
研
鑽
後
、
助
手
を

経
て
、
勤
務
医
と
し
て
就
職
し

ま
し
た
。

勤
務
医
と
し
て
限
界

勤
務
医
離
れ
が
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
か
ら
も

勤
務
医
は
決
し
て
気
楽
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
多

く
の
手
術
を
経
験
し
、
い
わ
ゆ

る
腕
を
磨
い
て
い
る
う
ち
は
よ

い
の
で
す
が
、
五
十
歳
も
過
ぎ

る
こ
ろ
か
ら
、
医
療
の
内
容
で

は
な
く
別
の
意
味
で
勤
務
医
の

大
変
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。
病
院
経
営
が
次
第
に
厳
し

く
な
り
、
勤
務
医
も
以
前
の
よ

う
な
良
識
に
の
っ
と
り
、
納
得

の
で
き
る
医
療
を
実
践
し
て
い

る
だ
け
で
は
正
当
な
評
価
を
得

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
売
り

上
げ
日
報
に
〝
は
ん
こ
〞
を
押

し
な
が
ら
の
毎
日
で
し
た
。
会

議
で
は
、「
一
件
あ
た
り
の
単

価
を
高
く
し
ろ
」「
収
益
を
上

げ
ろ
」「
支
出
を
減
ら
せ
」
と

い
っ
た
話
ば
か
り
で
、「
順
調

に
回
復
し
医
療
費
が
安
く
な

る
」「
デ
ィ
ス
ポ
製
品
を
決
ま

り
通
り
使
い
捨
て
る
」「
手
術

適
応
を
守
り
手
術
が
少
な
く
な

る
」
な
ど
、
良
心
的
な
仕
事
が

マ
イ
ナ
ス
評
価
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
と
う
て
い
納
得
の
い
く
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
当
直
明
け
の
連
続

勤
務
に
も
限
界
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
特
に
当
直
明
け
・
午
前

外
来
後
の
午
後
の
手
術
は
、
体

力
的
に
大
変
で
し
た
。
麻
酔
医

の
派
遣
も
医
局
か
ら
は
得
ら
れ

ず
、
し
か
も
外
科
医
の
増
員
は

な
く
、
す
で
に
方
向
は
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
こ
に
開
業
を
決

意
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
天
の

声
が
聞
こ
え
た
よ
う
で
し
た
。

じ
っ
と
耐
え
て
体
制
に
迎
合
す

る
か
、
自
分
の
価
値
観
で
新
天

地
を
切
り
開
く
か
、
五
十
歳
も

半
ば
に
し
て
の
選
択
で
し
た
。

開
業
医
に
な
ろ
う

不
思
議
な
も
の
で
、
こ
う
し

た
こ
ろ
、
勤
務
地
に
も
近
く
以

前
住
ん
で
い
た
泉
野
町
の
一
角

に
、
整
地
さ
れ
い
か
に
も
使
用

予
定
な
し
と
思
わ
せ
る
土
地
が

出
現
し
ま
し
た
。
渡
り
に
船
と

ば
か
り
に
交
渉
を
開
始
し
、
現

申込・お問い合わせは、石川県保険医協会【1076（222）5373】へ ８月６日締切 定員160人 

8月26日（日） 
13：00～15：00 

（分科会） 

●病院分科会 
　「療養病床廃止・削減計画の撤回を求め、必要な入院医療の確保を求める集会」 
●拡大有床診分科会（有床診及び小規模病院） 
　講演と討論　有床診をめぐる状況と今後の対策 

8月26日（日） 
10：00～12：00 

（全体会議） 

●学習会「病院有床診の選択肢と、医療法への対応」 
　①厚生労働省の入院医療をめぐる施策の概要 
　②療養病床からの転換先として示されている各施設の基準や問題点、支援措置 
　③2007年４月１日実施の医療法「改正」 

8月25日（土） 
18：30～21：00 

（全体会議） 

●基調提案　斉藤　隆義 保団連病院有床診対策部長 
●記念講演「医療立国…医療費増額が医を荒廃から救う（仮題）」 
　《講師　帝京大学　大村　昭人 名誉教授》 

●主な内容 

●日時・会場／ ８月25日（土） 18：30～21：00 「第一ホテル両国 ５Ｆ」 
 ８月26日（日） 10：00～15：00 「ＫＦＣルーム 10Ｆ」 
 ※第一ホテル両国とＫＦＣは、同一建物で、入り口が異なります。 

●参加費／ 両日参加１人10,000円、 １日参加１人6,000円 
  ※ 同一法人２人目以降は、上記より3,000円引きとなります。 

介護療養病床の廃止や医療病床の削減計画など、医療費抑制のターゲットになっている入院
医療をめぐる現状と課題を明らかにするとともに、具体的な対応策を学習・交流します。募集
要項は下記のとおりです。ぜひご参加ください。 

保団連第25回 病院・有床診療所セミナー 
案 ご 内 

在
地
の
開
業
と
な
り
ま
し
た
。

資
金
繰
り
も
年
齢
が
ネ
ッ
ク

で
大
変
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

何
と
か
Ｏ
Ｋ
と
な
り
、
仲
介
の

多
く
の
方
々
の
ご
援
助
に
助
け

ら
れ
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
話
が
進

み
ま
し
た
。
な
に
ぶ
ん
若
く
も

な
く
用
意
周
到
と
い
う
わ
け
に

も
い
か
ず
、
猪
突
猛
進
・
邁
進

す
る
の
み
で
し
た
。
土
地
探
し

か
ら
九
カ
月
、
身
の
危
険
を
感

じ
て
か
ら
数
年
、
何
と
か
形
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
開
業
と
い
っ
て
も
た

だ
患
者
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

判
断
で
で
き
る
反
面
、
責
任
が

伴
い
ま
す
。
と
に
か
く
メ
ス
を

捨
て
、
内
視
鏡
と
地
域
医
療
に

方
針
を
定
め
ま
し
た
。

半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
を
自
分

の
エ
リ
ア
と
勝
手
に
決
め
、
そ

の
地
域
の
健
康
コ
ン
ビ
ニ

（
二
十
四
時
間
対
応
、
大
体
の

も
の
は
そ
ろ
っ
て
い
る
）
と
位

置
づ
け
ま
し
た
。

医
療
・
保
健
・
福
祉
の
こ
と

で
困
っ
た
地
域
の
人
に
と
に
か

く
来
て
い
た
だ
き
、
相
談
に
乗

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
た
地
域
の
か
か
り
つ

け
医
を
目
指
し
ま
し
た
。

電
話
は
い
つ
で
も
取
る
（
た

と
え
海
外
で
も
電
話
は
転
送
Ｏ

Ｋ
）、
希
望
が
あ
れ
ば
ど
の
病

院
で
も
紹
介
す
る
（
病
診
・
診

診
連
携
）、
往
診
（
訪
問
診
療
）

で
地
域
を
回
る
、
な
ど
の
方
針

を
立
て
ま
し
た
。

「
や
さ
し
さ
」「
一
生
懸
命
」

「
諦
め
な
い
」
を
診
療
の
信
条

と
し
ま
し
た
。

開
業
し
て
分
か
っ
た
こ
と

と
に
か
く
、
今
の
医
療
制
度

で
は
汗
が
出
な
い
日
は
利
益
が

出
ま
せ
ん
。
勤
務
医
と
大
き
な

違
い
で
す
。
暇
な
と
き
は
楽
で

は
済
ま
な
い
の
で
す
。
三
日
も

暇
だ
と
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
当

院
は
院
外
処
方
な
の
で
す
が
、

以
前
の
よ
う
に
薬
価
差
益
が
あ

っ
た
ら
ず
い
ぶ
ん
違
う
と
思
い

ま
す
（
商
品
を
動
か
す
の
に
利

益
が
な
い
の
は
不
思
議
）。

汗
が
出
な
く
て
も
経
営
が
成

り
立
て
ば
、
落
ち
着
い
た
医
療

を
取
り
戻
せ
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

医
師
は
目
先
の
診
療
報
酬
改

定
の
％
で
な
く
、
医
療
の
本
質

を
安
定
さ
せ
る
目
標
を
立
て
て

活
動
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
忙
し
さ
の
あ
ま
り
学
会

活
動
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
く

な
り
ま
し
た
。
認
定
医
・
専
門
医

の
維
持
が
な
か
な
か
大
変
で
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
休
診
に
す
る

こ
と
も
経
営
的
に
困
難
で
、
診

療
レ
ベ
ル
を
高
く
維
持
す
る
こ

と
が
い
か
に
大
変
か
実
感
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
は

せ
め
て
一
カ
月
に
一
回
く
ら
い

は
診
療
す
べ
き
で
、
二
〜
三
カ

月
も
の
長
期
処
方
が
あ
る
こ
と

を
奇
異
に
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

今
、
医
療
・
介
護
制
度
が
毎

年
の
よ
う
に
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
医
療
者

は
、
国
民
、
患
者
さ
ん
、
要
介

護
者
の
皆
さ
ん
に
本
当
の
こ
と

を
伝
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
ま
ま
で
は
医
療
、
介
護
難

民
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
地
域
の
中
で
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
医
師
に
何
が
で
き
る

か
、
自
問
自
答
し
な
が
ら
日
々

の
診
療
に
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
、
家

族
（
特
に
妻
）
に
感
謝
し
て
稿

を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

講師の羽柴厚会員

「やさしさ」「一生懸命」「諦めない」をモットーに



9月 9日に医療福祉部の企画として「高齢者の住まいと在宅医療を考える」講演会が開かれます。

講師にお呼びするのは国立保健医療科学院施設科の研究官である井上由紀子氏です。氏の上記の著

作を2回にわたり紹介し講演会への参加をお願いする次第です。 

私たちの医療機関では「安心して住みつづけられるまちづくり」をスローガンにしています。し

かし、このスローガンはいまや自治体であれ、医師会であれ様々なところで似たものが取り上げら

れています。私には、この間ずっと疑問に思っていたことがあります。それはまちづくりの「まち」

とは一体何をさしているのかということでした。それがはっきりしないと、何をやっていいのかが

出てこないはずなのにいつも同じスローガンが出てきていて、違和感を感じていたのでした。この

本はその疑問に答えてくれる本でした。 

超高齢社会の中で、「お年寄りのケアを医療福祉機関だけに委ねている限り、本当の意味で、ま

ちに暮らすことは不可能だ」と著者は指摘しています。在宅医療を提供している私たちが、今後高

齢者の住まいの在り方とまちで暮らすことの意味を考えることは、とても重要なことと思われます。

氏はいくつかのフィールドワークを行っています。その一つは、東京の池袋本町にある診療所から

訪問診療に行っているお宅の中から、40軒を自ら訪問し、地域の中で暮らしていることの実態を調

査されています。このフィールドワークの中から導き出される実態に基づいた意見は、とても説得

力があります。一人暮らし高齢者の増加、認知症高齢者の増加、疾病と障害を持った高齢者の増加

などから、自宅での生活以外に、自宅ではない在宅での生活をどう考えるのか、その中で医療機関

の果たすべき役割は何なのかを一緒に考えたいと思います。（大川義弘） 

在宅医療
講演会への

お誘い 

在宅医療
講演会への

お誘い 

在宅医療
講演会への

お誘い 

井上由起
子著『いえ

とまちのな
かで老い衰

える～これ
からの高齢

者居住そ
のシステム

と器のかた
ち～』 

（中央法
規）の書評

と在宅医
療講演会

へのお誘
い（1） 

井上由起
子著『いえ

とまちのな
かで老い衰

える～これ
からの高齢

者居住そ
のシステム

と器のかた
ち～』 

（中央法
規）の書評

と在宅医
療講演会

へのお誘
い（1） 

開 催 要 項 開 催 要 項 

9月9日（日） 午前10時半～午後0時半 
 金沢都ホテル 5階「兼六の間」 

高齢者の住まいと在宅医療を考える 

国立保健医療科学院施設科学部施設環境評価室長 

井上  由起子氏 

医師、歯科医師を中心に 

とき 

ところ 

テーマ 

講師 

対象 
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図３．訪問診察新規と中止の推移 
（各年度ごとの月平均の推移） 

新規 

中止 

（件） 

大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
心
療
内
科
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

１９ 

数
字
と
絵
で
見
る
在
宅
医
療（
そ
の
二
）

訪
問
診
察
患
者
が 

        

減
っ
て
い
る 

第
二
に
分
か
っ
た
こ
と
は
、

頑
張
っ
て
在
宅
医
療
を
や
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
訪
問
診
療
の

患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
む
し
ろ
減
っ

て
い
ま
す
。
二
〇
〇
二
年
六
月

は
百
六
十
一
人
の
方
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
（
こ
れ
が
ピ

ー
ク
で
し
た
）、
二
〇
〇
六
年

九
月
は
百
三
十
一
人
ま
で
下
が

り
ま
し
た
。

こ
の
理
由
の
一
つ
目
は
前
号

で
お
示
し
し
た
よ
う
に
、
在
宅

期
間
が
短
縮
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

在
院
日
数
が
短
く
な
る
と
ベ
ッ

ド
利
用
率
が
下
が
る
こ
と
と
同

じ
で
す
。

図
３
を
見
て
下
さ
い
。
こ
の

図
は
、
訪
問
診
療
の
新
規
の
数

の
月
平
均
と
、
中
止
に
な
っ
た

数
の
月
平
均
を
経
年
的
に
み
た

も
の
で
す
。
新
規
の
数
の
月
平

均
は
こ
こ
九
年
ほ
ど
、
約
四
件

程
度
で
そ
れ
ほ
ど
変
化
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
中
止
の
数
の
月
平

均
は
、
二
〇
〇
一
年
ご
ろ
ま
で

は
月
二
〜
三
件
だ
っ
た
の
が
、

最
近
で
は
四
件
以
上
に
な
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
増
え
な
い
理

由
の
ひ
と
つ
は
、
中
止
に
な
る

こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
な
ぜ
中
止
に
な
る
例
が
多

い
か
を
検
討
す
る
た
め
に
中
止

の
理
由
を
み
て
み
ま
し
た
。

図
４
は
介
護
保
険
実
施
前
後

で
の
訪
問
診
療
中
止
の
理
由
の

変
化
を
示
し
ま
す
。
施
設
入
所

が
六
％
か
ら
一
一
％
に
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

長
期
入
院
も
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
自
宅
で
の
死
亡
は
一

〇
・
七
％
か
ら
一
五
・
四
％
へ

と
増
加
し
て
い
ま
す
。
中
止
が

増
え
て
い
る
理
由
の
ど
れ
く
ら

い
を
説
明
で
き
る
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
施
設
入
所
や
長
期

入
院
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
す
。

そ
の
理
由
は
こ
の
資
料
か
ら

だ
け
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
こ
に
介
護
力
低
下
と
介
護
保

険
実
施
後
の
施
設
入
所
へ
の
流

れ
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
介
護

力
と
在
宅
医
療
実
施
期
間
と
の

関
係
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
そ
の
評
価
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

（
以
下
次
号
）

介護保険前 

介護保険後 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

図４．訪問診療中止の理由 
（介護保険前後の比較） 
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障害のある人の施策は、障害者自立支援法施行によって大きく変わり
ました。そして、制度施行後 1年を待たずして見直しがありましたが、
今でも利用者の方々から多くの問題点が指摘されている現実があります。
そんな中で、自らも視覚障害をおもちの中村幹夫さんが、自立支援法
の部分を全部書いてくださいました。それに行政職の方のご協力で入念
なチェックが入り、より正確な情報を提供できることになりました。こ
れから、この膨大な文章を、読みやすい構成に編集する作業に入るとこ
ろです。（ウーン、むつかしいです）
自立支援法以外の制度のところでは、引き続き「就労支援に関する制
度」や「施設等料金割引や免除について」の最新情報を載せています。
全体的に身体障害、知的障害、精神障害の三障害における施策は統合
されてきており、従って表記もシンプルになる反面、障害特性に応じた
個別的対応の必要性についても、「コラム」や「ご存知ですか？」で伝
えていかなければと思っています。

「福祉マップ」 「福祉マップ」 
6回シリーズ③ 編集奮戦記 

改訂第7版 改訂第7版 

障害のある人の福祉グループから 

社会福祉士　寺本　紀子（金沢市） 

●認知症に関わるスタッフで、認知症に対する理解をもっている人は少ない。

また理解していてもどう対応していいか模索している人が多いと感じます。

認知症に関する研修会や講演会を、特に病院スタッフ対象に、多く開催して

いただきたいです。（特に医師、看護師、OT、PTなどを対象に開催してほし

い。在宅、施設サービススタッフの方は認知症に関しては理解があるのでは？）

たとえば、病棟でこのように対応したら周辺症状が軽減したというような症

例、医師が診断してからその後のフォローまで関わった症例など、医療現場で

の具体的な症例紹介を聞いてみたいです。（理学療法士）

●井上教授の資料の、①介護疲れ「殺人」事件、②グループホーム「殺人」事

件、③特別養護老人ホーム「不在者投票」事件について、詳しい内容や経緯を

聴けたらよかった。

身体拘束の廃止と、スタッフ不足で、現場でのストレスが大きい。（職種不明）

●療養型施設における介護報酬のお金が下がったために経営が大変だというこ

とで、人件費を削減している。指定されている人数以外は要らないと定年にな

った後は雇用しないという方針のために、ギリギリの人数で業務を行っている。

そのため、当直の回数も多く、風邪をひいてもなかなか休めず、ゆっくりと身

体を休められない状態である。こういう状態が続けば、過労死してしまう。職

員の人権はどうなっているか、聞きたいものだ。（職種不明）

●井上先生のお話から始まり、すべてのことが良かったです。一番心に残って

ズシリときたのは、家族の立場からの井沢先生のお話です。医療従事者として

家族のことを考えているつもりでしたが、自分の考えはとても甘かったと思い

ます。「つもり」でしかなかったです。いろいろな意味で、もっともっと勉強

したいと思います。何か大切なことを忘れていたように思います。（看護師）

●これからの看護、介護を考えていく上で、非常に興味深く今日の講演会に参
加することができました。とても刺激的なお話でしたが、時間が足りないなと

感じました。せっかくこんなにも多くの医療職種の方々が集まったのですから、

一人ひとりが発言できるくらいの会になれば、より考えを深め、今後のケアに

役立つものとなったのではないかと思います。（職種不明）

●生活保護を受けられている独居の方、脳血管障害をもちながらサービスを利

用し、なんとか生活しているが、認知症の進行とともに、独居が心配になって

きているのですが、お酒、タバコをやめられず、施設へも行けない。毎日、介

護サービスを受けるようになって、なんとか無事に生活されていますが、いつ、

火の不始末による火事などを起こさないか心配です。

本人のことを考えると、一人暮らしをしたいと言われ、施設に入ることも拒

否されていますし、住み慣れた環境で、顔見知りの介護スタッフ、看護師と関

わることで安定、安心している状態なので、できる限りこのままの生活ができ

たらいいのかなとも思います。

本人の人権や意思を尊重することを考えると、本人の思いに添ったサービス

の提供を安全に、そして安心して暮らせるように考えなければいけないと思い

ます。

本日の講演会で、また考えさせられました。認知症の方も多種多様、一人ひ

とり違うため、その方の思いに添うことはとても難しかったりして、悩むこと

も多いですが、大いに悩んで、より良い方法を模索していきたいと思いました。

（看護師）

●本質的な論点からずれるかも知れませんが、グループホーム施設長さんの報

告の中で「利用者様」という言葉が多用されていました。最近、「患者様」と

いう言葉が見直されていますが、この場合の「利用者様」とは「お客様」と同

意語でしょうか。

意識として「利用者様」と「職員」との位置関係はどうなるのでしょうか。

対等なのでしょうか。それとも、他人としてのお客様なのでしょうか。旅館で

提供するサービスと同じ、プロとしての職業意識がすべてでしょうか。（医師）

認知症と人権・参加者アンケートから 
〔関連記事１面〕 

障
害
者
自
立
支
援
法
見
直
し
講
演
会 

同
法
に
は
重
大
な
欠
陥
が 

同
法
に
は
重
大
な
欠
陥
が 

石
川
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長
　
寺
越
　
博
之 

六
月
二
十
三
日
、
県
社
会
福

祉
会
館
に
て
「
障
害
者
自
立
支

援
法
見
直
し
を
み
ん
な
で
考
え

る
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
当

事
者
、
関
係
者
ら
八
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

最
初
に
井
上
泰
司
氏
（
大
阪

障
害
者
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）

に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
テ
ー
マ
は
「
障
害
者
自

立
支
援
法
見
直
し
施
策
の
内
容

と
そ
の
意
義
、
今
後
の
私
た
ち

の
課
題
」
で
す
。

講
演
後
、
家
族
の
立
場
か
ら

は
板
倉
波
子
氏
が
、
事
業
者
の

立
場
か
ら
西
脇
瑞
枝
氏
が
、
障

害
児
教
育
の
研
究
者
の
立
場
か

ら
は
河
合
隆
平
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
後
、
講
師
の
井
上
氏
の

「
ま
と
め
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
障
害
の
あ

る
人
の
自
立
を
考
え
る
実
行
委

員
会
が
、「
障
害
者
自
立
支
援

法
の
見
直
し
施
策
は
、
当
事
者

が
運
動
で
切
り
ひ
ら
い
た
も
の

で
こ
の
貴
重
な
成
果
を
み
ん
な

の
確
信
に
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
課
題
と
方
向
性
を
共
有
化

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
目
的
で

開
催
し
ま
し
た
。

井
上
氏
は
、
①
制
度
施
行
後

一
年
を
待
た
ず
に
見
直
し
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
背
景
は
、
未

成
熟
な
制
度
設
計
の
問
題
点
、

共
同
・
連
帯
の
障
害
者
運
動
、

自
治
体
に
と
っ
て
も
深
刻
な
制

度
の
問
題
点
が
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
全
国
市
長
会
、
全

国
知
事
会
が
国
に
意
見
を
あ
げ

る
よ
う
に
な
っ
た
等
々
が
重
な

っ
て
実
現
し
た
こ
と
②
障
害
者

自
立
支
援
法
は
、
納
得
い
か
な

い
応
益
負
担
、
低
所
得
者
ほ
ど

影
響
は
深
刻
、
悲
惨
な
サ
ー
ビ

ス
抑
制
、
行
政
の
責
任
の
後
退

は
必
至
な
ど
、
重
大
な
欠
陥
を

も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
改
め

て
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
氏
は
、「
福
祉
か
ら
人

材
が
逃
げ
て
い
く
」
こ
と
の

実
態
と
要
因
に
つ
い
て
も
詳

細
に
ふ
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
社
会
保
障
と
は
何
か
」

「
公
的
責
任
と
は
何
か
」「
人

権
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
大

い
に
学
習
と
議
論
を
重
ね
て

い
く
こ
と
が
、
障
害
者
福
祉

の
充
実
の
た
め
に
は
欠
か
せ

な
い
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
井
上
さ

ん
か
ら
の
『
人
権
・
権
利
』

『
本
人
・
事
業
者
』
も
一
緒
に

共
働
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
胸

に
ズ
ン
と
来
ま
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
も
連

帯
・
共
同
し
て
障
害
者
福
祉
の

向
上
に
向
け
て
運
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
確
か
め
合
い
ま
し

た
。

講師の井上泰司氏（6月23日／県社会福祉会館）

5月号の訂正とお詫び 
本紙５月号（第421号）４面「リレーエッセイ・在宅医療」のコーナーで、

下記のとおり誤りがありました。 
【文末の脱字について】 
末尾の１行「なるかもしれません。」が、校正処理のミスにより欠落してし

まいました。 
【診療科の表記について】 
筆者の木田泰弘先生の診療科を「整形外科・内科」と表記しましたが、正
しくは「整形外科・リハビリテーション科・リウマチ科・内科」の誤りでした。 
筆者の木田泰弘先生をはじめ、読者の皆様にも多大なご迷惑をおかけしま

した。謹んでお詫び申し上げます。（編集部） 

医師とコ・メディカルのための講演会
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困りごと電話相談「医療・福祉・介護119番」 

～6月26日・27日に臨時開設～ 

国保、介護保険料が増額されたが・・・ 
六
月
か
ら
住
民
税
が
増
税
さ

れ
た
こ
と
に
併
い
、
国
民
健
康

保
険
料
や
介
護
保
険
料
な
ど
に

も
連
動
し
て
く
る
こ
と
を
受
け

て
、
六
月
二
十
六
日
、
二
十
七

日
に
保
険
医
協
会
事
務
所
に
て

困
り
ご
と
電
話
相
談
「
医
療
・

福
祉
・
介
護
一
一
九
番
」
を
開

設
し
た
。

二
日
間
で
寄
せ
ら
れ
た
相
談

は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
関
係

三
件
、
医
療
相
談
二
件
、
介
護

相
談
二
件
、
国
保
料
相
談
一
件

の
計
八
件
で
あ
る
。

「
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
の
あ

る
十
九
歳
の
孫
の
こ
と
で
学

校
、
病
院
、
行
政
に
相
談
に
行

っ
た
が
、
心
理
面
、
経
済
面
に

対
す
る
解
決
策
が
見
つ
か
ら
な

い
」「
安
倍
首
相
は
障
害
者
自

立
支
援
法
が
で
き
て
か
ら
は
以

前
に
比
べ
円
滑
に
運
営
さ
れ
て

い
る
と
い
う
が
、
現
実
は
そ
う

で
は
な
い
。
生
活
に
必
要
な
こ

と
に
も
一
割
負
担
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
は
お
か
し
い
」
「
今
年
の
五
月
二
十
日
に
退
職

し
た
。
任
意
継
続
に
せ
ず
、
国

保
に
加
入
し
た
と
こ
ろ
月

五
万
七
百
四
十
円
の
高
額
な
保

険
料
の
通
知
が
き
た
。
減
免
で

き
な
い
か
」「
今
年
度
の
住
民

税
が
高
い
。
医
療
費
控
除
し
た

い
が
、
昨
年
度
の
医
療
費
領
収

書
が
な
い
」
な
ど
の
相
談
内
容

に
対
し
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
従

事
者
、
弁
護
士
な
ど
が
応
対

し
、
分
か
り
や
す
く
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

困
り
ご
と
電
話
相
談
「
医

療
・
福
祉
・
介
護
一
一
九
番
」

は
、
高
齢
者
の
医
療
費
負
担
増

や
障
害
者
自
立
支
援
法
が
本
格

実
施
さ
れ
た
昨
年
十
月
に
、
保

険
医
協
会
が
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
の
権
利
擁
護
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
社
会
保
障
推
進
協

議
会
」「
国
際
高
齢
者
年
・
石

川
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ

イ
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
い
し
か

わ
」「
障
害
の
あ
る
人
の
自
立

を
考
え
る
実
行
委
員
会
」
に
協

力
を
呼
び
か
け
て
初
め
て
実
施

し
、
今
回
が
二
回
目
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
は
マ
ス
コ
ミ
に
よ

る
事
前
Ｐ
Ｒ
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
相
談
件
数
は
初
回
（
三
十
八

件
）
に
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
。

次
回
開
催
時
の
教
訓
と
し
た

い
。こ

の
電
話
相
談
は
今
後
も
大

き
な
制
度
改
正
の
都
度
、
継
続

開
設
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

次
回
は
、
七
十
五
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導

入
、
七
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
高

齢
者
の
患
者
負
担
増
（
一
割
↓

二
割
）
な
ど
が
施
行
さ
れ
る
二

〇
〇
八
年
四
月
を
予
定
し
て
い

る
。

第22回医療研究集会 
主催：全国保険医団体連合会　主務：福岡県保険医協会、福岡県歯科保険医協会 

よかけん　いくけん　医療研！ 
～癒しの医療と平和を求めて～ 

メイン 
テーマ 

●開催日時 10月 6日（土）15:15～20:30 
 7日（日）  9:00～16:00

●会　　場 福岡県・博多全日空ホテル 
福岡市博多区博多駅前3-3-3 
電話：092-471-7111 
 

ご　案　内 

～2007年8月1日更新日より掛金が下がります～ 
 掛金変更のご案内  掛金変更のご案内  掛金変更のご案内 グループ保険 

会員の先生方には、日頃より「グループ保険」にご加入いただきまして心よ

りお礼申し上げます。

当協会の「グループ保険」は、発足以来 27 年を経過し、おかげさまで加入

者は 893 人（配偶者・子どもを含む）、保険契約高は 187 億円となり、医師・

歯科医師対象のグループ保険としては県下最大の団体生命保険として、皆様方

よりご好評をいただいております。

さて、この度「グループ保険」の掛金が、各年齢群において下がることとな

りました。これは高齢世代を中心とした死亡率の改善状況を踏まえた「保険料

率」の改定に伴うもので、8月 1 日更新分（2007 年 7 月 25 日振替）より適用

となります。現在、ご加入の先生方は、下記掛金表をご確認くださいますよう

お願い申し上げます。

また、5月 14 日～ 6月 15 日の普及キャンペーン中には、12 人 4 億 4 千万円

の加入申し込みがありました。ありがとうございました。グループ保険は随時

中途加入可能となっておりますので、未加入の先生方もさらに入りやすくなっ

たこの機会に加入をご検討ください。

ご質問などございましたら、保険医協会事務局（電話 076-222-5373）までお

問い合わせ下さい。

保険医協会会議室に臨時電話を架設
相談員が交代で対応した
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○テーマ─反権力を貫く人生 ○テーマ─反権力を貫く人生 
喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 

11その 
 

読書教室 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

国家権力に対峙した生き方を貫いた 2人、小田実と辺見庸。

いま２人は「ガン」に侵されつつも最後の反権力の闘いを挑む。２人の

最新の著作を読んでみる。これが遺作となる可能性もあることを踏まえて。

①①中流の復興中流の復興

「私は戦後長い間、鮭の缶詰を食べられなかった。あの缶詰の臭いは、

（大阪）空襲の数日たった後、焼け跡から漂う死体から発する臭いなんで

す」。

小田の思想はこの時の強烈な戦争体験が元になっている。この本を読む

と、東大大学院を飛び出して、フルブライト交換留学生として渡米、その

後「何でも見てやろう」で作家デビューし、べ平連活動、阪神大震災後の

被災者救済活動、（憲法）九条の会の呼びかけ人、フィリピンのアロヨ政

権下での人権弾圧を告発する、恒久的民族民衆法定での活躍など、ほぼす

べての活動の原点が戦争体験から来ていることが分かる。

この本は彼の人生のまさにエッセンスであり、そのタイトル「中流の復

興」とは、日本の戦後が軍備を重視せず、みんなほどほどの豊かさを追求

したからこそ豊かになったことを指す（みんなちょぼちょぼがええんやと

言う小田の言葉を聞いたことがある）。ところが小泉、安倍政権になって、

この「中流」が破壊し始めた。今、格差社会、階級社会へ変貌しつつある

と訴えている。

その他、べ平連の結成と市民運動や平和運動の展開、古代ギリシャの民

主主義の研究、阪神大震災時に災害被災者救済法案を市民運動により議員

立法として成立させたその行動力と、日本のこと世界のこと、資本主義と

共産主義の問題など実に幅広く考察する教養の深さは驚異的であり、敬服

するところである。

小田は言う。「安倍首相は、『美しい国』にするのになぜ改憲が必要か論

理的に説明していない。今は 1933 年ナチスが『全権委任法』でワイマー

ル憲法を崩していった状況とそっくりだ」と。

この本の帯写真に見る小田の姿には、往年のエネルギッシュな風貌は最

早見られない。ただ、眼光は鋭く時代を凝視しているようだ。この本を読

むと、われわれも何かやらねばと、自然と勇気がわいてくる気がする。

②記憶と沈黙　辺見庸コレクションⅠ②記憶と沈黙　辺見庸コレクションⅠ

まず、冒頭の書き下ろしの詩集あるいはエッセイと言うべき、短編「垂

線」に驚かされる。垂線とは、処刑の際に死刑囚の首に掛けられる縄のこ

とである。同時にそれは個人としての記憶、決して皆と一緒でない個人の

「記憶」であることが本書を読み進めると分かってくる。なお「垂線」以

外の作品は、著者のここ 10 年間の雑誌、新聞のインタビュー記事などを

集めたものである。

人間は、都合の悪いことを忘れる。戦時中の従軍慰安婦のこと、731 部

隊の生体実験のことなど、今日の安倍政権下のわれわれ日本人の姿をみる

と、いかに記憶の忘却がひどいものかが分かる。

憲法についても、自分は改憲論者であるが、特異な改憲論者であると宣

言。むろん九条は死守するが、天皇について書かれた１章は必要ない。そ

れは天皇の戦争責任を曖昧にしてしまった証左であるからと断言する。

現安倍政権とメディアに対する批判も手厳しい。「美しい国」なんて贋

金（がんきん）だ。安倍首相の悪いところは人の内面を容喙（ようかい）

すること。政治が人の思想や意識を変えようとし、干渉すること。内面は

人間として最後の聖域ですよ・・・。そして今のメディアは、羊のように

権力に従順だと批判する。

読み終えると、作者は暗雲たる今の日本で身を削りながら権力に立ち向

かう、孤軍奮闘の老兵のごとき印象である。

著者の言動には矛盾もある。が、孤高の光のようなものを感ぜずにはい

られない。辺見の突き付けた課題に主体性を持って対峙できるだろうかと

思うと、萎縮してしまう情けない自分なのである。

小田と辺見、一方は末期の胃ガンで病床にあり、もう一方は脳出血後遺

症に続く、進行した大腸ガンの術後で抗ガン剤を服用する毎日であると言

う。両氏とも ― His days are numbered ―の状態である。

それでも、何としても生き抜いて、主体性の脆弱なわれわれに鞭を入れ

る「言葉」を発信し続けて欲しいと切に願うところである。

②記憶と沈黙　辺見庸コレクションⅠ
●著者：辺見　庸
●出版：毎日新聞社

①中流の復興
●著者：小田　実
●出版：ＮＨＫ出版

お申し込み・お問い合わせは 石川県保険医協会【1076（222）5373】まで 

プロのための 
さわやか 
接遇セミナー 

『医院過剰といわれる現在、患者さんに選ばれる医院となるには医療技術はもちろんのこと、スタ
ッフの接遇が目に見えないサービスとなり、患者さんに好印象を与える大きな要素になると思います。
気持ちのよい接遇は、医院にとっての基本であると言え、スタッフひとりひとりのモチベーションと、
患者さんを大切にする小さな心がけを習慣化していくことが大切だと思います。 
2003年に開催した接遇セミナーに続いて、今回も、資生堂シニアビューティーダイレクターの神

保洋子先生をお迎えし、ワンランク上の接遇マナーについて講演をしていただきます。 
3月の能登半島地震で被害を受けた能登地区の先生方を応援する意味で、今回は七尾会場でも開
催いたします。医科・歯科を問わず多くの医療機関の皆様方のご参加をお待ちしております。 

サタデーナイトセミナー 金沢 
会場 

●8月25日（土）　18時から20時 
●石川県地場産業振興センター 
新館 第10研修室（定員100人） 
金沢市鞍月２丁目１番地　1０７６-２６８-２０１０ 

七尾 
会場 

●9月1日（土）　18時から20時 
●七尾サンライフプラザ 2階 
視聴覚室（定員100人） 
七尾市本府中町　1０７６７-５３-１１６１ 

神保　洋子氏 
（資生堂シニアビューティー　ダイレクター） 

講師 医科・歯科医院 
スタッフ等 

参加 
対象 

無料 
（ただし、非会員の医療機関からの 
  参加は一人1,000円） 

参加費 
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昨
年
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
生
誕
二
百
五
十
年
に
当
た
り
、
大

い
に
注
目
、
喧
伝
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
商
戦
に
乗
せ

ら
れ
て
（
？
）、
私
も
Ｃ
Ｄ
を
何
枚
か
買
い
、
し
ば
ら
く
ぶ

り
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
の
数
々
を
楽
し
ん
で
い
る
。

最
近
は
、
音
響
機
器
や
ソ
フ
ト
の
発
達
に
よ
り
、
手
軽
に

高
音
質
の
音
楽
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

生
誕
百
年
や
百
五
十
年
の
時
期
で
は
、
と
て
も
覚
束
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、
二
百
五
十
年
と
い
う
年
に
居
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
幸
運
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ

な
い
。

私
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
の
出
会
い
（
と
言
う
ほ
ど
大
袈

裟
な
も
の
で
は
な
い
が
）
は
、
小
学
校
五
年
生
の
こ
ろ
、
今

か
ら
四
十
年
近
く
前
の
こ
と
に
な
る
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
中

で
た
ま
た
ま
流
れ
て
い
た
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第
六

番
「
田
園
」
が
耳
に
残
り
、
親
に
そ
の
レ
コ
ー
ド
を
ね
だ
っ

て
み
た
。
多
分
断
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
案
外
簡

単
に
買
っ
て
く
れ
た
。
当
時
の
私
の
両
親
は
自
営
業
で
忙
し

く
、
あ
ま
り
子
ど
も
の
こ
と
を
構
っ
て
や
る
暇
が
な
く
、
可

哀
相
と
思
っ
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
て
わ
が
家
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
記
念
す
べ
き

最
初
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
（
懐
か
し
い
響
き
！
）
と
し
て
「
田

園
」
が
備
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
高
校
生
の
こ

ろ
ま
で
、
小
遣
い
を
貯
め
て
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
レ
コ
ー
ド
を

何
枚
か
買
っ
て
い
た
。
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
紙
ケ
ー
ス
は
装
丁

が
立
派
で
、
写
真
や
絵
画
も
高
級
感
が
あ
り
、
買
う
度
に
何

と
も
言
え
な
い
嬉
し
い
思
い
に
浸
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
レ
コ
ー
ド
は
ち
ょ
っ
と
で
も
粗
雑
に
扱
う
と
傷
が

つ
い
て
し
ま
う
の
で
、
宝
物
で
も
触
る
よ
う
に
大
切
に
し
た

こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
レ
コ
ー
ド
や

ス
テ
レ
オ
機
器
も
今
は
現
役
を
退
き
、
実
家
の
イ
ン
テ
リ
ア

の
一
部
と
し
て
余
生
を
送
っ
て
い
る
。
先
日
、
久
し
ぶ
り
に

レ
コ
ー
ド
盤
（
も
ち
ろ
ん
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
）
を
載
せ
て

み
た
。
電
源
も
す
ぐ
に
入
っ
た
の
で
「
も
し
や
」
と
期
待
し

た
が
、
や
は
り
ど
こ
か
が
壊
れ
て
い
る
ら
し
く
、
曲
を
奏
で

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
し
直
る
も
の
な
ら
ば
、
も
う
一
度

で
い
い
、
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
独
特
の
味
わ
い
の
あ
る
音
を
聴
い

て
み
た
い
。

私
自
身
は
、
別
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
特
別
詳
し
い
訳
で

は
な
い
。
最
近
ま
で
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
「
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
」
な
の
か
「
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
」
な
の
か
も
意
に
介
し
て
い

な
か
っ
た
位
で
あ
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
ー
を
書
く
に
当
た
っ

て
、
ふ
と
気
に
な
っ
た
。
気
に
な
る
と
放
っ
て
置
け
な
い
質

な
の
で
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
辞
書
を
い
く
つ
か
調
べ
て
み

た
と
こ
ろ
、
私
が
見
た
限
り
で
は
す
べ
て
「
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
」
と
出
て
い
た
。
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
、「
ツ
ァ
」
の

ほ
う
が
原
音
に
近
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
私
を
含

め
、
あ
る
程
度
の
割
合
の
日
本
人
は
「
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
」
と

発
音
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
こ
れ
は
私
の
勝
手
な

思
い
込
み
で
あ
ろ
う
か
）。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
今
述
べ
た
よ
う
に
難
し
い
こ
と
は
何

も
分
ら
な
い
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
の
特
徴
の
一
つ
は
何

と
言
っ
て
も
「
聴
き
や
す
い
」
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
仕
事

に
没
頭
し
て
い
る
時
、
そ
れ
が
流
れ
て
い
て
も
ま
っ
た
く
気

に
な
ら
な
い
。
耳
障
り
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
ふ
と
手
を
休
め

る
と
、
心
地
よ
く
耳
に
飛
び
込
ん
で
来
る
。
ま
さ
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ

に
う
っ
て
つ
け
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
の
医
院
で
も
、
最
近

は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
を
中
心
に
流
し
て
い
る
が
、
心
な
し

か
私
や
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
の
リ
ズ
ム
が
良
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
て
い
る
。

天
才
肌
の
芸
術
家
と
し
て
奇
行
も
多
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
彼
が
、
こ
う
し
た
優
美
で
親
し
み
や
す
い
曲
を
数
多
く
作

っ
た
こ
と
は
意
外
な
感
じ
も
す
る
が
、
や
は
り
そ
の
辺
が
天

才
た
る
所
以
で
あ
ろ
う
か
。

「
天
才
」
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
頭
脳
の
構
造
は
解
明
で
き
な

く
て
も
、
遺
し
た
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
る
、
そ
の
幸

せ
を
か
み
し
め
た
い
。

彼
が
生
ま
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
遥
か
彼
方
の
こ
の
日

本
で
、
没
後
二
百
年
以
上
も
た
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
人
気
が
あ

り
、
し
か
も
情
操
教
育
や
健
康
増
進
、
さ
ら
に
は
植
物
の
成

長
促
進
に
ま
で
貢
献
（
？
）
し
て
い
る
と
彼
自
身
が
知
れ

ば
、
作
曲
家
冥
利
に
つ
き
る
と
同
時
に
、
今
ご
ろ
天
国
で
高

笑
い
、
い
や
苦
笑
で
も
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
。

石丸　幹夫（金沢市・耳鼻咽喉科） 

石丸幹夫先生の 6回シリーズ④ 

愛すべき人たち『ウイーン』 

欧
州
旅
行
は
、
一
九
九
八
年

に
誘
わ
れ
て
、
思
い
切
っ
て
医

師
会
の
先
生
方
と
フ
ラ
ン
ス
の

ナ
ン
シ
ー
市
へ
行
っ
た
の
が
初

め
て
で
あ
る
。
翌
年
五
月
ウ
イ

ー
ン
市
を
訪
問
し
た
が
、
す
で

に
六
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

私
の
ウ
イ
ー
ン
旅
行
の
目
的

は
観
光
の
ほ
か
、
三
つ
あ
っ

た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
試
合
、
音

楽
鑑
賞
、
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
訪
問
で
あ

る
。バ

ド
ミ
ン
ト
ン
は

最
初
十
七
人
の
愛
好

者
を
募
り
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
王
国
の
デ
ン

マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
と
ウ
イ
ー
ン

に
行
く
こ
と
に
し

た
。デ

ン
マ
ー
ク
は
ち

ょ
う
ど
う
ま
く
大
使

館
の
口
利
き
で
、
社

会
人
ク
ラ
ブ
と
交
歓
試
合
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
ウ
イ
ー
ン
市
の
方

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
に
直
接

ド
イ
ツ
語
で
理
事
長
の
ポ
ー
ゲ

ル
氏
に
Ｅ
メ
ー
ル
を
出

し
た
と
こ
ろ
「
協
会
に

日
本
人
の
タ
ナ
カ
と
い

う
人
が
い
ま
す
」
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
田

中
さ
ん
は
ウ
イ
ー
ン
大

使
館
員
で
、
当
地
で
は

優
勝
し
た
こ
と
も
あ

り
、
か
な
り
名
が
知
れ

て
い
た
の
で
、
大
変
貴

重
な
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
た
び
た
び

ウ
イ
ー
ン
を
訪
問
し
た

が
、
田
中
さ
ん
の
ほ

か
、
現
地
の
協
会
会
長
の
グ
ニ

ッ
ツ
バ
ー
ガ
ー
ご
夫
妻
や
ク
ラ

ブ
オ
ー
ナ
ー
の
フ
ラ
ネ
ッ
ク
氏

ら
と
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
試
合

後
、
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
友
情
を

交
わ
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
五
月

の
大
型
連
休
の
旅
行
と
あ
っ

て
、
医
師
や
シ
ニ
ア
ば
か
り

で
、
田
中
さ
ん
は
日
本
の
強
い

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
訪
問
を
期
待
し

て
い
た
。
そ
れ
が
一
昨
年
や
っ

と
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
厳
寒
の
季

節
に
旅
費
と
日
数
を
抑
え
て
、

若
い
強
い
選
手
を
四
人
を
連
れ

て
い
く
こ
と
が
で
き
、
彼
ら
は

見
事
に
ウ
イ
ー
ン
市
の
ダ
ブ
ル

ス
大
会
で
女
子
と
混
合
の
二
種

目
に
優
勝
し
た
。
ウ
イ
ー
ン
市

で
は
日
本
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
と

マ
ナ
ー
の
良
さ
が
大
変
評
判
と

な
り
、
田
中
さ
ん
も
大
変
喜
ん

で
く
れ
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
二
〇

囲 碁 
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■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先コウ　5分で有段者 
〈ヒント〉初手が急所です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉うまく飛車を入手する。 
 10分で二段。 
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玉 

玉 

香 

歩 

歩 

歩 

桂 

桂 

飛 

飛 

馬 角 

角 

銀 

〇
二
年
五
月
の
連
休
旅
行
の

折
、
シ
ュ
バ
ル
ツ
エ
ン
ベ
ル
グ

宮
殿
で
の
ウ
イ
ー
ン
リ
ン
ク

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
例
会
に

出
席
し
た
。
私
は
そ
こ
で
金
沢

市
の
新
装
な
っ
た
音
楽
堂
や
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金

沢
を
下
手
な
ド
イ
ツ
語
で
一
生

懸
命
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。

ど
う
や
ら
通
じ
た
ら
し
く
、

ひ
げ
の
立
派
な
紳
士
が
「
私
、

そ
の
音
楽
堂
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
」
と
、
名
乗
り
出

た
。ゲ
ラ
ル
ド
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

氏
で
あ
っ
た
。
ウ
イ
ー
ン
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
で
ウ
イ
ー
ン
国
立
音
大
教
授

で
有
名
な
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
の
本
家
筋
の
子
孫
で
あ

っ
た
。「
秋
に
金
沢
に
演
奏
に

行
く
か
ら
よ
ろ
し
く
」
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
毎
年
の
よ
う
に

彼
と
は
ウ
イ
ー
ン
と
日
本
で
再

会
、
本
当
に
親
し
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
氏
の
親
友
マ
イ
ン
ハ
ル

ト
・
プ
リ
ン
ツ
氏
（
国
立
音
大

教
授
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
の
夫
人

は
、
金
沢
出
身
の
歌
手
中
田
留

美
子
さ
ん
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
み
な
ひ
っ
く
る
め
て
ウ
イ

ー
ン
は
大
変
身
近
な
街
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

会員リレーエッセイ      　　　　            ◆◆ 96◆◆

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
生
誕
二
百
五
十
年

奥
谷
謙
一
郎
（
白
山
市
・
歯
科
）

原
稿
募
集
中

趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

小
雪
舞
う
ウ
イ
ン
に
佇
ち
て
見
上
ぐ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故ふ
る
さ
と郷

の
空
と
同
じ
鈍に
び

色　

夕
づ
き
て
電
飾
輝
く
ク
リ
ス
マ
ス
市

　
　
　

手
に
持
つ
グ
リ
ュ
ー
ワ
イ
ン
の
シ
ナ
モ
ン
芳
し

恭
子

ウイーンの人たちと北山先生、中先生と私（前）

前列はウイーンフィルハーモニーの実力メンバー




